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事業区分 令和4年度予算額
（継続・新規） （千円）

一般会計

2 総務費

1 総務管理費

1 一般管理費

自治会集会施設建設補助事業 総務課 継続 10,000 1

6 企画費

ふるさと納税促進対策事業 市長政策・市民協働課 継続 149,636 1

自治会活動応援事業 市長政策・市民協働課 継続 1,000 2

地域活性化プロジェクト事業 企画財政課 新規 2,400 2

地域ポイントカード事業 企画財政課 継続 2,181 3

移住・定住促進事業 企画財政課 継続 4,268 3

地域おこし協力隊推進事業 企画財政課 継続 9,302 4

デジタル・トランスフォーメーション推進事業 企画財政課 継続 9,460 4

ＡＩ・ＲＰＡ導入事業 企画財政課 継続 4,603 5

スマートフォン普及促進事業 企画財政課 新規 3,320 5

7 交通政策費

市営バス運行事業 総務課 継続 98,448 6

9 防犯対策費

防犯カメラ設置・運用事業 総務課 継続 3,300 6

10 市民相談費

犯罪被害者等見舞金支給事業 総務課 新規 400 7

11 電算管理費

行政手続オンライン化推進事業 企画財政課 新規 26,730 7

12 広報広聴費

広報紙発行事業 市長政策・市民協働課 継続 11,839 8

市政モニター活動事業 市長政策・市民協働課 継続 115 8

2 徴税費

1 徴税総務費

税務庶務事務 税務課 継続 2,133 9

3 戸籍住民基本台帳費

1 戸籍住民基本台帳費

戸籍住民基本台帳事務 市民生活課 継続 26,867 9

3 民生費

1 社会福祉費

1 社会福祉総務費

熱中症対策エアコン購入費助成事業 高齢福祉課 新規 2,000 10

2 障害者福祉費

障害者自立支援給付事業 社会福祉課 継続 895,217 10

地域生活支援事業 社会福祉課 継続 23,403 11

障がい者基幹相談支援センター事業 社会福祉課 継続 23,090 11

軽・中等度難聴者補聴器購入費助成事業 社会福祉課 継続 2,250 12

障害児通所支援事業 社会福祉課 継続 101,697 12

福祉タクシー利用助成事業 社会福祉課 継続 3,780 13

人工透析通院費助成事業 社会福祉課 継続 1,078 13

障害児・者紙おむつ等購入費助成事業 社会福祉課 継続 916 14

令和４年度 当初予算　主要事業説明書　目次

会
計
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事業区分 令和4年度予算額
（継続・新規） （千円）

会
計

款 ページ項 目 事務事業名 担当課

3 老人福祉費

高齢者世帯等雪下ろし費用助成事業 高齢福祉課 継続 700 14

デイサービスセンター運営管理事業 高齢福祉課 継続 41,258 15

高齢者新型コロナウイルスワクチン接種交通費助成事業 高齢福祉課 継続 1,000 15

2 児童福祉費

1 児童福祉総務費

塾のコンビニ（親子ふれあい塾）事業 社会福祉課 継続 1,254 16

2 児童措置費

保育園舎等改修補助事業 社会福祉課 継続 67,648 16

3 母子父子福祉費

ひとり親家庭就労支援事業 社会福祉課 継続 7,114 17

ひとり親家庭家賃助成事業 社会福祉課 継続 8,400 17

4 児童福祉施設費

あがの子育て支援センターにこにこ運営事業 社会福祉課 継続 13,946 18

4 衛生費

1 保健衛生費

1 保健衛生総務費

塾のコンビニ（フィットネス健康塾）事業 健康推進課 継続 1,751 18

塾のコンビニ（ラジオ体操健康塾）事業 健康推進課 継続 1,296 19

PCR検査費用助成事業 健康推進課 継続 2,000 19

病院事業会計繰出金 健康推進課 継続 269,622 20

2 予防費

予防接種事業 健康推進課 継続 127,382 20

高齢者予防接種事業 健康推進課 継続 56,212 21

新型コロナウイルスワクチン接種事業 健康推進課 継続 104,681 21

3 母子衛生費

特定不妊・不育症治療費助成事業 健康推進課 継続 3,000 22

出産育児助成事業 健康推進課 継続 21,000 22

妊産婦医療費助成事業 健康推進課 継続 10,639 23

4 健康増進対策費

健康増進対策事業 健康推進課 継続 68,010 23

新潟大学寄附講座設置事業（生活習慣病） 健康推進課 継続 20,000 24

新潟大学寄附講座設置事業（消化器疾患） 健康推進課 継続 40,000 24

新潟大学寄附講座設置事業（運動器疾患） 高齢福祉課 継続 40,000 25

6 葬斎事業費

葬斎事業 市民生活課 継続 65,544 25

2 清掃費

3 環境衛生費

環境保全啓発事業 市民生活課 継続 10,734 26

5 労働費

1 労働諸費

1 労働諸費

若者就労促進支援事業 商工観光課 新規 247 26



事業区分 令和4年度予算額
（継続・新規） （千円）

会
計

款 ページ項 目 事務事業名 担当課

6 農林水産業費

1 農業費

1 農業委員会費

農業委員会事務局事務 農業委員会事務局 継続 5,850 27

3 農業振興費

がんばる農家応援（新規就農者等確保）事業 農林課 継続 13,740 27

えんだま産地化推進事業 農林課 継続 2,702 28

環境保全型農業直接支援事業 農林課 継続 15,044 28

安全安心農産物生産推進事業 農林課 継続 2,680 29

データを活用した農業経営支援事業 農林課 新規 0 29

6 農地費

ほ場整備事業 農林課 継続 7,219 30

2 林業費

1 林業振興費

林業振興事業 農林課 継続 5,019 30

3 畜産業費

1 畜産業費

がんばる畜産農家応援事業 農林課 継続 2,400 31

グリーンアクアセンター維持管理事業 農林課 継続 13,690 31

ゆうきセンター維持管理事業 農林課 継続 432 32

7 商工費

1 商工費

2 商工振興費

安田瓦普及支援事業 商工観光課 継続 4,000 32

地場産業が息づく活力と賑わいのまちづくり事業（やすだ瓦ロード整備） 商工観光課 継続 113,950 33

4 観光施設費

水原代官所維持管理事業 商工観光課 継続 4,670 33

キャンプ場維持管理事業 商工観光課 継続 3,397 34

6 宿泊施設費

宿泊施設リズム・ハウス瓢湖運営事業 商工観光課 継続 12,886 34

7 企業誘致等対策費

企業誘致推進事業 商工観光課 継続 27,589 35

8 土木費

2 道路橋りょう費

2 道路維持費

道路照明維持修繕事業（長寿命化） 建設課 継続 16,000 35

5 道路除雪費

道路消雪施設整備事業（国庫補助） 建設課 継続 133,000 36

道路消雪施設修繕事業（国庫補助） 建設課 継続 167,000 36

4 都市計画費

1 都市計画総務費

住宅リフォーム補助事業 建設課 継続 30,000 37

虹の架け橋住宅取得支援事業 建設課 継続 28,000 37

道の駅整備事業 建設課 継続 25,329 38

3 公園費

瓢湖水きん公園維持管理事業 公園管理事務所 継続 57,372 38



事業区分 令和4年度予算額
（継続・新規） （千円）

会
計

款 ページ項 目 事務事業名 担当課

9 消防費

1 消防費

2 非常備消防費

消防団消防ポンプ積載車等維持管理事業 消防本部 継続 9,158 39

3 消防施設費

消防本署維持管理事業 消防本部 継続 19,432 39

6 災害対策費

防災設備維持・整備事業 危機管理課 継続 29,629 40

10 教育費

1 教育総務費

2 事務局費

通学バス運行事業 学校教育課 継続 167,709 40

児童生徒安全対策事業 学校教育課 継続 1,209 41

小中学校長寿命化等改修事業 学校教育課 継続 36,000 41

非核平和記念事業 学校教育課 継続 1,156 42

2 小学校費

1 学校管理費

小学校ＩＣＴ教育推進事業 学校教育課 継続 44,295 42

3 中学校費

1 学校管理費

中学校ＩＣＴ教育推進事業 学校教育課 継続 29,648 43

6 社会教育費

2 生涯学習推進費

学習支援事業 生涯学習課 継続 6,876 43

3 文化財保護費

文化財保護事業 生涯学習課 継続 9,181 44

5 図書館費

市立図書館運営管理事業 生涯学習課 継続 94,665 44

後期高齢者医療特別会計

1 総務費

2 徴収費

1 徴収費

徴収事務 健康推進課 継続 3,884 45

介護保険特別会計

1 総務費

2 徴収費

1 賦課徴収費

介護保険賦課徴収事務 高齢福祉課 継続 5,088 45

3 地域支援事業費

2 一般介護予防事業費

1 一般介護予防事業費

地域介護予防活動支援事業 高齢福祉課 継続 1,828 46

3 包括的支援事業・任意事業費

3 任意事業費

家族介護継続支援事業 高齢福祉課 継続 19,283 46

※次ページ以降の各事業シート中の「前年度予算額（うち一般財源）」欄は、令和３年度の当初予算額となっています。
　このため、令和２年度からの繰越額及び令和３年度中の補正予算に基づく増減額は含まれていません。

※「活動・成果状況」欄における「03年度当初」の指標値は、令和３年度当初予算に対しての数値（目標値）となっています。



活動

活動

成果

成果

02款 総務費　　01項 総務管理費　　01目 一般管理費　（01一般会計） 継続

自治会集会施設建設補助事業

計画
年度

総務部 総務課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

自治会
自治会集会施設

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○自治会集会施設の建設等に対し、補助金を交付します。

　　　　　　　　　　補助率　　　限度額
・新築　　　　　　　　80％　　　200万円
・全面改築　　　　　　80％　　　200万円
・修繕　　　　　　　　50％　　　100万円
（事業対象額20万円以上）
・下水道接続　　　　　50％　 　　30万円
・合併浄化槽接続　　　50％　 　　60万円

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

新築や改築等により自治会集会施設の利便性が向上してい
ます。

活
動
・
成
果
状
況

区分

補助金交付申請件数（件）

新築、全面改築又は修繕した自治会集会施設数（件）

下水道又は合併浄化槽への接続を行った自治会集会施設数（件）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

11

9

2

13

9

4

16

12

4

15

政策 06 市民協働の推進

施策 01 市民によるまちづくり活動の推進と支援

基本
事業 01 自治会活動の活性化

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 64

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

10,000千円
(10,000)千円

7,000千円
(7,000)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

02款 総務費　　01項 総務管理費　　06目 企画費　（01一般会計） 継続

ふるさと納税促進対策事業

計画
年度

総務部 市長政策・市民協働課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市外の人

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○市への寄附（ふるさと納税）を募集し、自然環境や文
化、子どもを守り育てる事業等の財源に充てます。
○寄附者に対し、寄附金額に応じて市の特産品を贈呈しま
す。
○寄附金総額350,000千円を目指します。
・費用対効果を最大限発揮する広報を行います。
・寄附の返礼品について、全国的な状況の調査や新たな地
場産品メニューの検討を行い、充実させます。
・ポータルサイトの増設

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

阿賀野市へふるさと納税する人が増え、ふるさと納税額が
増加しています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

新聞・雑誌等への記事掲載回数（回）

返礼品数（品）

ふるさと納税件数（件）

ふるさと納税額（円）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

5

198

11,912

247,921,000

4

175

7,200

150,000,000

7

300

15,000

350,000,000

33

政策 07 信頼される行政経営

施策 01 行政経営の推進

基本
事業 99 施策の総合推進

開始：平成27年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 70

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

149,636千円
(149,636)千円

64,330千円
(64,330)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

1



活動

活動

成果

成果

02款 総務費　　01項 総務管理費　　06目 企画費　（01一般会計） 継続

自治会活動応援事業

計画
年度

総務部 市長政策・市民協働課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

自治会

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）
〇自治会が抱える課題の解決に向けて地域住民が取り組む
活動を支援します。
（補助対象団体）自治会
（補助額）
　・新たに取り組む事業（活動休止5年を経過した事業は対
象とします）または既に取り組んでいる事業であっても拡
大若しくは発展させる事業
　・対象経費の10分の9以内（上限額…世帯数×1,000円ま
たは10万円のいずれか低い額、ただし30世帯以下は3万円）
〔補助金の交付回数は、1自治会1回限り〕
〔国、県又は阿賀野市からこの補助金以外の補助金を受け
る事業は対象外とします〕
※令和3年度から令和5年度までの3か年事業とします。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

自治会が課題解決や活性化のために積極的に取り組んでい
ます。

活
動
・
成
果
状
況

区分

自治会に対する補助金交付件数（件）

本補助を受けた事業件数（累計）（件）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

20

20

10

30

962

政策 06 市民協働の推進

施策 01 市民によるまちづくり活動の推進と支援

基本
事業 01 自治会活動の活性化

開始：令和03年度
終了：令和05年度

予算書
ページ 70

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

1,000千円
(1,000)千円

1,000千円
(1,000)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

02款 総務費　　01項 総務管理費　　06目 企画費　（01一般会計） 新規

地域活性化プロジェクト事業

計画
年度

総務部 企画財政課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市民
市外の住民

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

新潟日報と連携して事業を展開（R4年度のみ）
１コア事業（新潟日報主催）
①提言フォーラム（住民代表と首長）
②教育フォーラム（児童生徒、保護者等対象）
③子どもフォーラム
④未来レター
２地域連携事業（市と新潟日報の連携事業）
①新潟日報紙面連載
②地域連携イベント
　・道の駅で市の魅力PRイベント
　・フリーペーパー巻頭特集
　・市立図書館でミニコンサート

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

地域の魅力を再確認、市内外へ発信することで、交流人口
が増加し、また、地域の連帯感、郷土愛が醸成されていま
す。さらに、地域の魅力が子どもたちに引き継がれていま
す。

活
動
・
成
果
状
況

区分

広告回数（回）

地域連携イベント参加者数（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

2

3,000

997

政策 06 市民協働の推進

施策 04 開かれた市政の推進と効果的な情報発信

基本
事業 99 施策の総合推進

開始：令和04年度
終了：令和04年度

予算書
ページ 72

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

2,400千円
(2,400)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

2



活動

活動

成果

成果

02款 総務費　　01項 総務管理費　　06目 企画費　（01一般会計） 継続

地域ポイントカード事業

計画
年度

総務部 企画財政課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市民

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○ＡＰＯカードのポイント付与
　市が実施する各種事業の参加者へ「行政（まちづくり）
ポイント」を付与します。
○ＡＰＯカードアプリの活用
　スマートフォンアプリの導入により、利用者の利便性の
向上を図るとともに、若年層に対するＡＰＯカードの利用
を促します。
○子ども・高齢者等見守りメール配信サービス
　安全・安心の観点から、市内に設置した端末にカードを
かざすことで日時・場所をメール配信するサービスを提供
します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

市が実施する健康増進事業、介護予防事業などへの参加が
増えています。
子ども・高齢者見守りメール配信サービスが利用されるこ
とにより、安全・安心なまちづくりが推進されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

行政（まちづくり）ポイント付与メニュー数（ﾒﾆｭｰ）

子ども・高齢者等見守りメール配信サービス端末設置数（回）

行政（まちづくり）ポイント付与数（ﾎﾟｲﾝﾄ）

子ども・高齢者等見守りメール配信サービス登録者数（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

40

22

3,563,940

369

41

22

5,000,000

450

41

22

4,600,000

430

34

政策 06 市民協働の推進

施策 01 市民によるまちづくり活動の推進と支援

基本
事業 03 ポイント制度を活用した地域の活性化の推

進

開始：平成27年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 72

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

2,181千円
(2,181)千円

2,259千円
(2,259)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

02款 総務費　　01項 総務管理費　　06目 企画費　（01一般会計） 継続

移住・定住促進事業

計画
年度

総務部 企画財政課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

移住・定住に関心を持っている人

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○ホームページ専用サイトにより、情報発信を行います。
・各種支援制度の紹介
・各種イベント出展情報の紹介
○首都圏で行われる新潟Ｕ・Ｉターンフェアに出展しま
す。
○ＵＩＪターンにより県のマッチングサイトに掲載されて
いる中小企業への就業者や起業者に対して、補助金を交付
します。
○リズムハウス瓢湖を活用してワーケーションの促進を図
ります（ワーキングスペースを整備します）。
〇市の魅力を発信するため、ポスターとパンフレットを作
成します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

当市への移住・定住に関する必要な情報を入手していま
す。

活
動
・
成
果
状
況

区分

ホームページ専用サイトの情報更新回数（回）

ホームページ専用サイトの年間アクセス件数（件）

ワーキングスペース利用者数（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

2

46,618

-

12

35,000

-

12

18,000

48

39

政策 07 信頼される行政経営

施策 01 行政経営の推進

基本
事業 06 移住・定住の促進

開始：平成27年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 72

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

4,268千円
(2,168)千円

2,851千円
(751)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

3



活動

活動

成果

成果

02款 総務費　　01項 総務管理費　　06目 企画費　（01一般会計） 継続

地域おこし協力隊推進事業

計画
年度

総務部 企画財政課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

３大都市及び政令指定都市等に在住する人

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○地域おこし協力隊の募集
・市・県・ＪＯＩＮのホームページを活用して隊員を募集
します。
・にいがた暮らし・しごと支援センターや移住・交流ガー
デンの移住相談担当者と連携して、広く周知を図ります。
○地域おこし協力隊の活動
・地域おこし協力隊にが行う「道の駅あがの」での移住相
談や市の情報発信により、移住者の増加を図ります。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

地域おこし協力隊員が市内に移住し、市の魅力について情
報発信を行っています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

地域おこし協力隊の募集人数（累計）（人）

地域おこし協力隊の隊員数（累計）（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

1

0

1

0

0

2

911

政策 07 信頼される行政経営

施策 01 行政経営の推進

基本
事業 06 移住・定住の促進

開始：平成30年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 74

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

9,302千円
(9,302)千円

4,198千円
(4,198)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

02款 総務費　　01項 総務管理費　　06目 企画費　（01一般会計） 継続

デジタル・トランスフォーメーション推進事業

計画
年度

総務部 企画財政課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市民、職員

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○国の地方創生人材支援制度を活用してデジタル技術に精
通した専門人材の受入を行い、市役所内におけるデジタル
技術の活用と、職員のデジタル技術取得に向けた人材育成
を推進します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

市民生活の利便性の向上と行政運営の効率化が図られてい
ます。 

活
動
・
成
果
状
況

区分

専門人材受入件数（件）

業務進捗率（％）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

1

50

1

100

271

政策 07 信頼される行政経営

施策 01 行政経営の推進

基本
事業 05 行政のデジタル化の推進

開始：令和03年度
終了：令和04年度

予算書
ページ 74

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

9,460千円
(9,460)千円

9,800千円
(9,800)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

4



活動

活動

成果

成果

02款 総務費　　01項 総務管理費　　06目 企画費　（01一般会計） 継続

ＡＩ・ＲＰＡ導入事業

計画
年度

総務部 企画財政課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市職員

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○パソコン入力等の単純かつ定型的な事務作業にＲＰＡ技
術を導入して自動化を行い、順次、活用業務の拡大を図り
ます。
○ＲＰＡ技術と合わせて、申請書等の紙ベースの書類を電
子化するＡＩ-ＯＣＲの導入を検討します。
○ＡＩ技術を用いた音声認識システムを導入し、会議録等
の作成に係る文字起こし作業を自動化します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

市役所業務の労働生産性の向上が図られています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

ＲＰＡ導入事業数（累計）（件）

音声認識システム利用部署数（件）

年間削減時間数（ＲＰＡ関連）（時間）

年間削減時間数（ＡＩ関連）（時間）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

5

-

300

-

8

3

400

300

717

政策 07 信頼される行政経営

施策 01 行政経営の推進

基本
事業 05 行政のデジタル化の推進

開始：令和03年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 76

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

4,603千円
(4,603)千円

3,000千円
(3,000)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

02款 総務費　　01項 総務管理費　　06目 企画費　（01一般会計） 新規

スマートフォン普及促進事業

計画
年度

総務部 企画財政課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市民

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

〇高齢者を主な対象として、スマートフォン教室（体験
会）を実施します。
〇高齢者を対象として、マイナンバーカード対応のスマー
トフォンの購入支援（助成）を行います。
〇スマートフォン利用者のニーズに応じた教室・講座等を
開催します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

デジタル化の恩恵を全世代間で格差なく受けることができ
るようにするため、マイナンバーカード対応スマートフォ
ンの普及促進が図られています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

教室等実施回数（回）

スマートフォン購入助成数（件）

教室等受講者数（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

8

300

80

990

政策 07 信頼される行政経営

施策 01 行政経営の推進

基本
事業 05 行政のデジタル化の推進

開始：令和04年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 76

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

3,320千円
(3,320)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

5



活動

活動

成果

成果

02款 総務費　　01項 総務管理費　　07目 交通政策費　（01一般会計） 継続

市営バス運行事業

計画
年度

総務部 総務課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市民

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○市営バス全11路線を運行します。
（料　金）100円（減免制度あり）
（委託先）交通事業者（タクシー、バス）その他

・定時定路線型
（運行日）平日９路線、平日と日曜１路線、毎日１路線

・区域運行型（デマンド交通実証運行）
（対象エリア）大室、駒林、前山、折居大日、神山各路線
（運行日）平日
（利用方法）利用日前日までに電話予約

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

市内における通勤、通学、通院、買い物等の交通手段が確
保されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

市営バスの運行路線数（路線）

市営バスの年間運行便数（便）

１運行当たり平均乗車人数（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

11

24,537

3.37

11

24,435

3.89

11

24,534

3.87

55

政策 05 生活に密着した住環境整備の促進

施策 03 公共交通の充実

基本
事業 01 市内の交通手段の確保

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 76

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

98,448千円
(85,137)千円

93,335千円
(81,888)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

02款 総務費　　01項 総務管理費　　09目 防犯対策費　（01一般会計） 継続

防犯カメラ設置・運用事業

計画
年度

総務部 総務課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市民

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

見守りカメラ20台を令和元年度から令和５年度までの５か
年で計画的に設置します。
令和４年度設置予定個所※()内は近接道路
・下山口３交差点（国道49号）
・上南郷交差点（県道白根安田線）
・下里交差点（国道460号）
・金屋交差点（県道水原出湯線）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

犯罪の未然防止に対する意識向上と、行方不明者の早期発
見に役立っています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

防犯カメラ設置数（累計）（台）

防犯カメラによる確認件数（件）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

8

10

12

10

16

20

791

政策 01 安全・安心な暮らしの実現

施策 06 防犯対策の充実

基本
事業 02 防犯設備の整備充実

開始：令和元年度
終了：令和05年度

予算書
ページ 78

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

3,300千円
(2,900)千円

3,000千円
(2,600)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

6



活動

活動

成果

成果

02款 総務費　　01項 総務管理費　　10目 市民相談費　（01一般会計） 新規

犯罪被害者等見舞金支給事業

計画
年度

総務部 総務課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市民

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）
○犯罪被害者等が受けた被害の早期回復及び経済的負担の
軽減、社会的孤立の防止を図ります。
(1)見舞金支給事業
　①遺族見舞金　
　　　支給額：30万円
　　　対象者：犯罪行為により死亡した方の遺族
　②重傷病見舞金
　　　支給額：10万円
　　　対象者：犯罪行為により重傷病又は疾病を負った方
(2)犯罪被害者等支援総合的対応窓口
　対象となる制度に関する手続きの支援や犯罪等の被害に
より生じた困りごと等の相談について、総合的に対応しま
す。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

犯罪被害者等の不安の解消と早期の立ち直りが図られてい
ます。

活
動
・
成
果
状
況

区分

啓発活動回数

支援につながったケースの割合

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

3

100

993

政策 06 市民協働の推進

施策 03 人権を尊重するひとづくり

基本
事業 06 人権意識の向上

開始：令和04年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 80

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

400千円
(200)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

02款 総務費　　01項 総務管理費　　11目 電算管理費　（01一般会計） 新規

行政手続オンライン化推進事業

計画
年度

総務部 企画財政課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市民
市（情報システム）

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

〇インターネット側の国提供システム（ぴったりサービ
ス）と当市の基幹系システムを安全に接続し、市民からの
申請データが基幹系システムに直接ダウンロード可能な環
境を構築します。
〇「特に国民の利便性向上に資する手続」（子育て関係：
１５手続、介護関係：１１手続）について、住民がマイナ
ンバーカードを用いて、オンライン申請を行うことが可能
な環境を整備します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

市民からの申請データのダウンロード作業の効率化、及び
マイナンバーカードの活用によるオンライン申請数の増加
が図られています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

オンライン化手続数（手続）

オンライン申請件数（件）

ダウンロード前の申請データの消失数（件）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

26

700

0

987

政策 07 信頼される行政経営

施策 01 行政経営の推進

基本
事業 05 行政のデジタル化の推進

開始：令和04年度
終了：令和04年度

予算書
ページ 82

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

26,730千円
(13,365)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

7



活動

活動

成果

成果

02款 総務費　　01項 総務管理費　　12目 広報広聴費　（01一般会計） 継続

広報紙発行事業

計画
年度

総務部 市長政策・市民協働課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市民
市外の人

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○各種の市政情報を広報紙に掲載し、定期的に提供しま
す。
○掲載内容の充実を図るとともに、より見やすく、分かり
やすい紙面づくりに努めます。
○広報紙発行回数：年24回（月2回）発行

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

市内外の読者の市政に対する理解が深まっています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

広報紙発行回数（回）

広報紙で定期的に市政情報を見ている市民の割合（％）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

24

69.9

24

70

24

70

73

政策 06 市民協働の推進

施策 04 開かれた市政の推進と効果的な情報発信

基本
事業 01 広報・広聴活動の充実

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 82

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

11,839千円
(11,421)千円

10,999千円
(10,364)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

02款 総務費　　01項 総務管理費　　12目 広報広聴費　（01一般会計） 継続

市政モニター活動事業

計画
年度

総務部 市長政策・市民協働課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市民

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○市民ウェブモニターを募集し、市の施策や事業等に関す
るアンケート調査をインターネット環境を利用して行い、
結果を市政運営に反映させます。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

市政に対する意見や提言を述べる機会が増えています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

モニター会議数（回）

ウェブアンケート実施回数（回）

市政に対する意見・提言数（件）

ウェブアンケート延べ回答数（件）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

3

-

30

-

0

5

30

500

0

5

30

375

873

政策 06 市民協働の推進

施策 04 開かれた市政の推進と効果的な情報発信

基本
事業 01 広報・広聴活動の充実

開始：平成30年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 84

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

115千円
(115)千円

115千円
(115)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

8



活動

活動

成果

成果

02款 総務費　　02項 徴税費　　01目 徴税総務費　（01一般会計） 継続

税務庶務事務

計画
年度

総務部 税務課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

阿賀野市に住民登録している人
阿賀野市から課税されている人

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

〇市税賦課に関する庶務業務を行います。
〇所得証明書など各種証明書を交付します。
〇コンビニエンスストアで所得証明書と課税証明書の交付
を行います。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

市役所の開庁時間だけでなく、夜間や休日、市外からでも
証明書の交付を受けています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

所得証明書・課税証明書交付件数（通）

コンビニエンスストアでの証明書交付件数（通）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

1,647

-

1,750

-

1,730

120

80

政策 07 信頼される行政経営

施策 02 適切な事務執行とサービス提供

基本
事業 02 課税徴収事務の適正執行

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 88

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

2,133千円
(818)千円

1,585千円
(450)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

02款 総務費　　03項 戸籍住民基本台帳費　　01目 戸籍住民基本台帳費　（01一般会計） 継続

戸籍住民基本台帳事務

計画
年度

民生部 市民生活課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

阿賀野市に住民登録している人　　　　　　　　　　　　
阿賀野市に本籍のある人

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○住民基本台帳法に基づく転入・転出等の異動処理及び証
明書の交付、戸籍法に基づく出生・婚姻・死亡等の届出の
受理及び証明書の交付を行います。　　　　　　　　　　
○住民記録システム及び戸籍総合システムの管理を行いま
す。
【証明書発行手数料】
・住民票謄抄本　１通　300円
・戸籍謄抄本 　 １通　450円　など
○コンビニエンスストアでの証明書（住民票、印鑑登録証
明書、戸籍証明、戸籍の附票）の交付を行います。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

適正かつ迅速に戸籍届書の処理や証明書の交付を受けてい
ます。

活
動
・
成
果
状
況

区分

戸籍届出・住民異動処理件数（件）

証明書交付件数（通）

戸籍住民基本台帳に関して適切に事務処理が行われなかった件数（件）

コンビニエンスストアでの証明書交付件数（通）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

4,647

44,798

0

-

4,800

45,000

0

-

4,700

45,000

0

3,939

96

政策 07 信頼される行政経営

施策 02 適切な事務執行とサービス提供

基本
事業 05 迅速・確実な窓口サービスの提供

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 92

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

26,867千円
(3,902)千円

21,003千円
(2,703)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

9



活動

活動

成果

成果

03款 民生費　　01項 社会福祉費　　01目 社会福祉総務費　（01一般会計） 新規

熱中症対策エアコン購入費助成事業

計画
年度

民生部 高齢福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）
以下①～④のうちエアコンが無い世帯
①65歳以上のみの市民税非課税世帯
②身体障害者手帳等所持世帯のうち市民税非課税世帯
③児童扶養手当受給世帯
④生活保護世帯

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

〇一世帯当たり、1台限りで5万円を上限として助成しま
す。ただし、住宅新築、増築の場合は対象外とします。

・エアコン設置前に申請を受け付け、審査（現地調査）を
行ったうえで支給を決定します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

65歳以上非課税世帯や児童扶養手当受給世帯などのうちエ
アコンの無い世帯に、エアコンが設置され熱中症対策が図
られています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

申請世帯数（世帯）

支給認定世帯数（世帯）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

40

40

992

政策 03 高齢者や障がい者福祉の充実

施策 01 高齢者福祉の充実

基本
事業 01 介護予防の推進

開始：令和04年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 104

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

2,000千円
(2,000)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

03款 民生費　　01項 社会福祉費　　02目 障害者福祉費　（01一般会計） 継続

障害者自立支援給付事業

計画
年度

民生部 社会福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

障がい者

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○利用希望者から相談・申請を受けて、必要なサービス費
を支給します。（利用料は応能負担）　
・日常生活の負担を軽減するために介護給付（居宅介護、
生活介護、施設入所支援等）を実施します。
・自立した日常生活や社会生活を送れるように、身体機能
や生活能力の向上や就労のための能力の向上を目的とし
て、訓練等給付（就労移行支援、就労継続支援、共同生活
援助等）を実施します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

介護・訓練等給付により、能力に応じた生活支援を受けて
います。

活
動
・
成
果
状
況

区分

自立支援給付金額（円）

自立支援給付の利用件数（延数）（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

868,715,879

8,941

838,903,920

8,698

894,193,400

8,977

118

政策 03 高齢者や障がい者福祉の充実

施策 02 障がい者福祉の充実

基本
事業 01 自立支援サービスの推進

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 106

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

895,217千円
(224,573)千円

840,437千円
(210,841)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

10



活動

活動

成果

成果

03款 民生費　　01項 社会福祉費　　02目 障害者福祉費　（01一般会計） 継続

地域生活支援事業

計画
年度

民生部 社会福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

障がい者で自立した日常生活を送るために支援が必要な人

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○地域で自立した生活を送るための事業を実施します。
（実施事業）
手話奉仕員等派遣事業、日常生活用具等給付事業、移動支
援事業、訪問入浴サービス事業、日中一時支援事業、自動
車運転免取得費助成事業、身体障害者用自動車改造費助成
事業、更生訓練費給付事業、就職支度金給付事業、広報等
音声訳事業

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

障がい者が支援を受けることで地域で自立した日常生活、
社会生活を送ることができています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

実施事業数（個）

地域生活支援事業利用者数（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

11

1,517

10

1,690

10

1,690

119

政策 03 高齢者や障がい者福祉の充実

施策 02 障がい者福祉の充実

基本
事業 02 地域生活支援の基盤づくり

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 106

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

23,403千円
(6,665)千円

23,078千円
(6,681)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

03款 民生費　　01項 社会福祉費　　02目 障害者福祉費　（01一般会計） 継続

障がい者基幹相談支援センター事業

計画
年度

民生部 社会福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

障がい者とその家族

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

〇障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するため
の法律に基づき、地域における相談支援の中核的な役割を
担う機関として、次の事業を行います。
・障がい者及び障がい児等やその家族に対する総合相談支
援
・相談支援事業所への助言・指導、スキルアップのための
研修の実施
・地域移行支援及び地域定着支援の取組
・権利擁護、障がい者虐待防止等の普及啓発
・障害者自立支援協議会、各部会の運営　など

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

必要とするときに相談ができ、適切な支援を受けることが
できています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

研修会・相談支援部会開催回数（回）

事業所連絡会開催回数（回）

研修会・相談支援部会参加者数（累計）（人）

事業所連絡会出席者数（累計）（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

13

1

559

77

13

2

450

115

15

1

650

131

121

政策 03 高齢者や障がい者福祉の充実

施策 02 障がい者福祉の充実

基本
事業 99 施策の総合推進

開始：平成28年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 106

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

23,090千円
(15,140)千円

18,821千円
(13,864)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

11



活動

活動

成果

成果

03款 民生費　　01項 社会福祉費　　02目 障害者福祉費　（01一般会計） 継続

軽・中等度難聴者補聴器購入費助成事業

計画
年度

民生部 社会福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

身体障害者手帳の対象とならない18歳以上の軽・中等度難
聴者

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○身体障害者手帳の対象とならない18歳以上の軽・中等度
難聴者に補聴器購入費の一部を助成します。

（支給要件）
下記のいずれかに該当する者
・両耳の聴力レベルがそれぞれ30デシベル以上の者
・医師に補聴器が必要と判断された者
（助成額）
補聴器購入実費の２分の１（上限30,000円）
※５年間は原則再申請不可
　修理費用は対象外

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

難聴者の認知症・うつ病・引きこもり等の予防および経済
的負担が軽減されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

対象者への広報回数（回）

補聴器購入費助成申請件数（件）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

2

44

2

70

2

75

711

政策 03 高齢者や障がい者福祉の充実

施策 02 障がい者福祉の充実

基本
事業 01 自立支援サービスの推進

開始：令和02年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 108

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

2,250千円
(2,250)千円

2,100千円
(2,100)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

03款 民生費　　01項 社会福祉費　　02目 障害者福祉費　（01一般会計） 継続

障害児通所支援事業

計画
年度

民生部 社会福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

児童生徒

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○療育訓練等が必要な児童生徒の日常生活の自立を促すた
めに、次の障害児通所支援を実施します。
（児童発達支援）
・療育訓練が必要な未就学児に対し訓練等を行います。
（医療型児童発達支援）
・肢体不自由のある障がい児に対し訓練等を行います。
（放課後等デイサービス）
・就学児に対し授業終了後、休業日に訓練等を行います。
（保育所等訪問支援）
・療育訓練等が必要な児が通う幼保育園・学校等に訪問
し、集団生活への適応のための必要な支援を行います。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

療育訓練が必要な児童が早期にサービスを利用すること
で、必要な訓練等を受け、児童の心身の健全な発達が図ら
れています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

障害児通所支援サービスの延べ利用者数（人）

障害児通所支援サービス待機者数（人）

障害児通所支援サービスで療育訓練を受けたことによって児童の成長を
感じた保護者の割合（％）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

2,205

6

97.5

2,700

0

96.0

2,700

0

96.0

126

政策 03 高齢者や障がい者福祉の充実

施策 02 障がい者福祉の充実

基本
事業 01 自立支援サービスの推進

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 108

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

101,697千円
(25,779)千円

87,757千円
(22,294)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

12



活動

活動

成果

成果

03款 民生費　　01項 社会福祉費　　02目 障害者福祉費　（01一般会計） 継続

福祉タクシー利用助成事業

計画
年度

民生部 社会福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

重度心身障がい者

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○重度心身障がい者に対し、タクシー利用券を交付しま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【対象者】
・身体障害者手帳１級、２級を所持している人
・身体障害者手帳３級のうち特定の障がいに該当する人
・療育手帳Ａを所持している人
・精神障害者保健福祉手帳１級を所持している人
・障害老人の日常生活自立度（寝たきり度）C2に該当する
人
【助成内容】
　４月から翌年３月までの１年間で、申請月から３月まで
の間で月３枚の利用券を交付します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

タクシー利用券を利用し、活動範囲が広がるとともに社会
参加が促進されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

福祉タクシー広報活動回数（回）

新規手帳交付者への制度案内回数（回）

タクシー利用券交付者数（人）

タクシー利用券利用枚数（枚）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

2

68

398

4,544

2

70

430

6,820

2

70

450

7,560

132

政策 03 高齢者や障がい者福祉の充実

施策 02 障がい者福祉の充実

基本
事業 01 自立支援サービスの推進

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 110

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

3,780千円
(3,780)千円

3,780千円
(3,780)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

03款 民生費　　01項 社会福祉費　　02目 障害者福祉費　（01一般会計） 継続

人工透析通院費助成事業

計画
年度

民生部 社会福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

人工透析治療のために通院している人

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○自家用車を利用して通院している人に対し、次の計算式
により算出した実費相当額の２分の１を燃料費助成費とし
て支給します。
通院距離（往復）×通院回数÷燃費×燃料単価

○タクシーを利用して通院している人に対し、年間54枚の
人工透析通院用タクシー券を交付します。
1枚500円×54枚＝27,000円

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

人工透析治療のための通院にかかる経済的負担が軽減され
ています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

審査件数（件）

助成金額（千円）

本事業により負担軽減を受けている人の割合（％）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

155

618

100

210

1,350

100

225

1,071

100

907

政策 03 高齢者や障がい者福祉の充実

施策 02 障がい者福祉の充実

基本
事業 01 自立支援サービスの推進

開始：令和元年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 110

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

1,078千円
(1,078)千円

1,354千円
(1,354)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

03款 民生費　　01項 社会福祉費　　02目 障害者福祉費　（01一般会計） 継続

障害児・者紙おむつ等購入費助成事業

計画
年度

民生部 社会福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

在宅で常時紙おむつ等を使用している１歳から６４歳まで
の障がい児･者

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

在宅で常時紙おむつ等を使用している１歳から64歳までの
障がい児･者に対して、紙おむつ購入に係る費用の一部を助
成します。
（対象要件）
次のいずれかに該当する人
①身体障害者者手帳１、２級　②療育手帳Ａ　③精神障害
者保健福祉手帳１級　④特別児童扶養手当、特別障害者手
当、障害児福祉手当該当者
（助成額）
・生活保護、市町村民税非課税世帯　5,000円/月
・市町村民税均等割課税世帯　　　　3,500円/月
・市町村民税所得割課税世帯　　　　2,000円/月

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

障がい児・者の経済的負担が軽減されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

広報活動回数（回）

対象者における制度利用金額（千円）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

3

161

3

918

3

912

932

政策 03 高齢者や障がい者福祉の充実

施策 02 障がい者福祉の充実

基本
事業 01 自立支援サービスの推進

開始：令和02年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 110

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

916千円
(916)千円

922千円
(922)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

03款 民生費　　01項 社会福祉費　　03目 老人福祉費　（01一般会計） 継続

高齢者世帯等雪下ろし費用助成事業

計画
年度

民生部 高齢福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

65歳以上の高齢者世帯、母子世帯及び身体障がい者世帯等
で、自力で雪下ろしが不可能な世帯（市民税非課税世帯の
み）

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○雪下ろし費用を助成します。
・民生委員を通して申請を行います。
・雪降ろし作業は、市が業者に依頼して行います。
支給額等：１回の作業につき14,000円以内（年３回まで）
要件：市内に子がいる場合は特別な場合を除いて対象外で
す。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

降雪期の家屋損壊等の不安が解消されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

申請件数（件）

雪下ろし作業実施延べ件数（件）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

226

77

225

40

225

40

143

政策 03 高齢者や障がい者福祉の充実

施策 01 高齢者福祉の充実

基本
事業 04 日常生活の支援

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 112

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

700千円
(700)千円

700千円
(700)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

03款 民生費　　01項 社会福祉費　　03目 老人福祉費　（01一般会計） 継続

デイサービスセンター運営管理事業

計画
年度

民生部 高齢福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

デイサービスセンター

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

デイサービスセンターむすびの里・第二むすびの里・第二
永寿園・第二わかばの里・おおむろの丘の５事業所を運営
管理します。　　　　　
利用時間：午前8時30分から午後5時15分まで
共通休館日：12月31日から翌年1月3日まで
　　　　　　〇むすびの里：土・日曜日休館
　　　　　　〇第二永寿園：土・日曜日休館
　　　　　　〇おおむろの丘：日・月曜日休館
運営管理方法：阿賀野市社会福祉協議会に指定管理（平成1
8年4月1日から）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

適切に維持管理され、必要な人が安全に利用しています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

修繕件数（件）

指定管理者へのモニタリング回数（回）

デイサービスセンターの運営管理上の瑕疵による損害賠償件数（件）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

4

2

0

3

3

0

2

2

0

151

政策 03 高齢者や障がい者福祉の充実

施策 01 高齢者福祉の充実

基本
事業 05 介護サービスの質と量の充実

開始：平成18年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 114

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

41,258千円
(41,258)千円

23,706千円
(23,706)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

03款 民生費　　01項 社会福祉費　　03目 老人福祉費　（01一般会計） 継続

高齢者新型コロナウイルスワクチン接種交通費助成事業

計画
年度

民生部 高齢福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

移動手段を持たない65歳以上の高齢者が新型コロナウィル
スワクチン接種会場までタクシーを利用した場合、利用料
の一部を助成します。

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

移動手段を持たない65歳以上の高齢者が新型コロナウィル
スワクチン接種会場まで市内のタクシー業者を利用した場
合に1回1,000円まで助成します。利用方法は、タクシー乗
車時にワクチン接種票を運転手に提示し、車内に備えてい
る「タクシー利用助成券」に記入し、料金精算時に助成を
受けます。タクシー業者は、申請のあったタクシー利用助
成券を添付して市に請求します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

高齢者の新型コロナウイルスワクチン接種が促進されてい
ます。

活
動
・
成
果
状
況

区分

65歳以上の新型コロナウィルスワクチン接種率（％）

タクシー利用回数（累計）（回）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

91.2

1,000

978

政策 03 高齢者や障がい者福祉の充実

施策 01 高齢者福祉の充実

基本
事業 99 施策の総合推進

開始：令和03年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 114

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

1,000千円
(1,000)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

03款 民生費　　02項 児童福祉費　　01目 児童福祉総務費　（01一般会計） 継続

塾のコンビニ（親子ふれあい塾）事業

計画
年度

民生部 社会福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市民

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○親子遊び塾－子育てに役立つ知識の習得、子育てが楽し
くなることを進めます。子育て中の保護者が交流する機会
を通して、保護者の関係性を築きます。
○親子えいご塾－幼少期から親子で英語に親しむ機会を提
供します。
○情報発信塾－インターネットを介して子育てしやすい街
として市の魅力をＰＲします。
○子育ち応援塾－子育て支援ボランティアのレベルアッ
プ・学習の機会を提供し、モチベーションアップを行いま
す。新規子育て支援ボランティアの育成を進めます。　　

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

子育てを楽しく学ぶ機会や、子育て中の保護者に交流の場
が提供されています。
「塾」を通じて子育てを支援するボランティアが発掘・育
成され、子育て支援団体等との連携などネットワークが拡
大しています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

親子ふれあい塾開催回数（回）

子育ち応援塾開催回数（回）

親子ふれあい塾参加者数（人）

子育て支援ボランティア登録者数（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

82

1

2,201

46

65

4

2,600

45

79

4

2,600

50

767

政策 02 子どもの育成支援の充実

施策 01 子育て環境の充実

基本
事業 01 妊産婦・乳幼児・保護者の交流と不安軽減

開始：平成27年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 118

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

1,254千円
(1,254)千円

2,625千円
(2,625)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

03款 民生費　　02項 児童福祉費　　02目 児童措置費　（01一般会計） 継続

保育園舎等改修補助事業

計画
年度

民生部 社会福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

保育施設運営法人

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○市内保育施設の園舎建替えや大規模改修に係る費用を補
助します。老朽化により大規模改修が必要な園舎が多いた
め、計画的に整備を進めます。
・令和４年度　大規模改修　１園（みどり保育園）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

保育園舎等の計画的な改修により、入園児が快適な保育園
生活を送ることができます。

活
動
・
成
果
状
況

区分

補助件数（件）

改修件数（園）

建替え件数（園）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

1

0

1

1

1

0

1

1

0

189

政策 02 子どもの育成支援の充実

施策 01 子育て環境の充実

基本
事業 02 多様な保育サービスの充実

開始：平成28年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 120

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

67,648千円
(22,549)千円

58,489千円
(19,496)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

03款 民生費　　02項 児童福祉費　　03目 母子父子福祉費　（01一般会計） 継続

ひとり親家庭就労支援事業

計画
年度

民生部 社会福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

ひとり親家庭等の保護者

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○ひとり親家庭等の保護者に対して次の就労支援を実施し
ます。
・高等職業訓練促進給付金
（支給内容）対象者が自立効果の高い資格（看護師、介護
福祉士等）を取得するため、１年以上の養成機関等で修業
する場合、入校中の支援と入学金の一部を支給します。
・自立支援教育訓練給付金
（支給内容）対象者が就職に有利な資格を習得するため、
国が指定する講座（介護職員初任者研修、医療事務等）を
修了した場合、入学料と受講料の一部を支給します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

ひとり親家庭等の保護者が就労のための資格を取得してい
ます。

活
動
・
成
果
状
況

区分

高等職業訓練促進給付金支給者数（人）

自立支援教育訓練給付金支給者数（人）

高等職業訓練後の就職者数（事業開始時からの累計）（人）

自立支援教育訓練後の就職者数（事業開始時からの累計）（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

1

0

3

0

2

2

2

2

6

2

5

2

171

政策 02 子どもの育成支援の充実

施策 01 子育て環境の充実

基本
事業 05 保護者負担の軽減

開始：平成23年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 122

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

7,114千円
(1,779)千円

2,926千円
(732)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

03款 民生費　　02項 児童福祉費　　03目 母子父子福祉費　（01一般会計） 継続

ひとり親家庭家賃助成事業

計画
年度

民生部 社会福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

ひとり親家庭等の保護者

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○民間賃貸住宅等（公営住宅を除く）を借りるひとり親に
対して家賃の一部を助成します。
（対象要件）
①市内に住所を有すること　②児童扶養手当又はひとり親
家庭等医療費助成を受給していること　③生活保護法に基
づく住宅扶助を受けていないこと　④申請者名義で住宅を
借り受け居住し、その家賃を月額10,000円以上払っている
こと（賃貸人が同居の2親等以内の親族である場合は対象
外）　⑤他制度により同等の補助を受けていないこと（勤
務先からの住宅手当は除く）
（助成額）
月額10,000円

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

ひとり親家庭の家賃負担が軽減されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

助成者数（人）

負担が軽減されたひとり親の割合（％）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

67

21.9

78

23.6

70

21.2

931

政策 02 子どもの育成支援の充実

施策 01 子育て環境の充実

基本
事業 05 保護者負担の軽減

開始：令和02年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 122

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

8,400千円
(7,400)千円

9,360千円
(9,360)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

03款 民生費　　02項 児童福祉費　　04目 児童福祉施設費　（01一般会計） 継続

あがの子育て支援センターにこにこ運営事業

計画
年度

民生部 社会福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

未就学児とその保護者

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○あがの子育て支援センター「にこにこ」を運営します。
（開設日時）
水曜日から日曜日　午前９時から午後４時まで
（実施内容）
・育児・健康相談の実施(第１・第３週の月２回)
・各種教室、講座の実施
・一時預かりの実施　　　　　　　　　　　　　　

○ファミリー･サポート･センターを運営します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

天候に関わらず子どもが遊び、育児相談や保護者同士、子
ども同士が交流しています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

育児・健康相談実施回数（回）

各種教室、講座実施回数（回）

あがの子育て支援センター「にこにこ」の来場者数（人）

（代替）育児・健康相談受付件数（件）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

23

92

10,333

429

24

60

20,000

300

24

80

20,000

300

194

政策 02 子どもの育成支援の充実

施策 01 子育て環境の充実

基本
事業 01 妊産婦・乳幼児・保護者の交流と不安軽減

開始：平成28年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 122

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

13,946千円
(5,803)千円

12,372千円
(4,366)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

04款 衛生費　　01項 保健衛生費　　01目 保健衛生総務費　（01一般会計） 継続

塾のコンビニ（フィットネス健康塾）事業

計画
年度

民生部 健康推進課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市民

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○フィットネス機器の利用開放の実施
・市立図書館並びに安田交流センターに設置のフィットネ
ス機器を利用開放します。
○けんこう交流スペースの開設
・市立図書館内に健康測定器やフットマッサージ器、
ティーサーバー等を配置したけんこう交流スペースを開設
します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

健康寿命と自身の健康を意識して、運動を継続して行って
います。

活
動
・
成
果
状
況

区分
フィットネス講習会回数
(R1までフィットネス教室開催回数)（回）

フィットネス機器一般開放日数（日）

フィットネス講習会参加者数
（R1までフィットネス教室参加者数）（人）

フィットネス機器一般開放利用者数（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

3

450

9

3,387

0

560

0

9,000

12

560

60

9,000

769

政策 01 安全・安心な暮らしの実現

施策 02 健康づくりの推進

基本
事業 02 運動・身体活動の推進

開始：平成27年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 132

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

1,751千円
(1,751)千円

1,772千円
(1,772)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

04款 衛生費　　01項 保健衛生費　　01目 保健衛生総務費　（01一般会計） 継続

塾のコンビニ（ラジオ体操健康塾）事業

計画
年度

民生部 健康推進課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市民

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○地域等におけるラジオ体操の普及のため次の活動を実施
します。
・ラジオ体操講習会の開催
・ラジオ体操指導者の育成
・各地域での体操会の普及
○講習会、体操会参加者に対して阿賀野市まちづくりポイ
ントを付与します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

健康づくりのため、近隣の人が集まってラジオ体操を行っ
ている自治会やグループが増えています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

ラジオ体操講習会開催回数（回）

ラジオ体操講習会延べ（累計）参加者数（人）

近隣の人が集まってラジオ体操を行っている地区(体操会）数（地区）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

0

0

4

2

160

4

2

160

4

51

政策 01 安全・安心な暮らしの実現

施策 02 健康づくりの推進

基本
事業 02 運動・身体活動の推進

開始：平成27年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 132

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

1,296千円
(1,296)千円

1,264千円
(1,264)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

04款 衛生費　　01項 保健衛生費　　01目 保健衛生総務費　（01一般会計） 継続

PCR検査費用助成事業

計画
年度

民生部 健康推進課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市民

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

本人の希望により新型コロナウイルス感染症のPCR検査を受
けた場合に、検査に要した費用の全額を助成します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

新型コロナウイルス感染症拡大防止および市民の感染に対
する不安解消が図られています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

申請者数（人）

不安を解消した人の割合（％）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

133

100

979

政策 01 安全・安心な暮らしの実現

施策 02 健康づくりの推進

基本
事業 99 施策の総合推進

開始：令和03年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 132

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

2,000千円
(2,000)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

04款 衛生費　　01項 保健衛生費　　01目 保健衛生総務費　（01一般会計） 継続

病院事業会計繰出金

計画
年度

民生部 健康推進課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

病院事業会計

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○病院の機能強化と経営安定化のため、毎年度の事業運営
の実態に即した繰出しを行います。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

あがの市民病院経営の健全化が図られています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

病院事業会計への基準内繰出金額（3条予算）（千円）

病院事業会計への基準外繰出金額（3条予算）（千円）

病院事業会計への繰出金に占める基準外繰出金の割合（％）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

27,413

27,041

22.4

31,268

21,847

41.2

40,613

19,459

37.6

216

政策 01 安全・安心な暮らしの実現

施策 01 地域医療体制の充実

基本
事業 01 あがの市民病院の機能強化

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 134

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

269,622千円
(269,622)千円

213,035千円
(213,035)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

04款 衛生費　　01項 保健衛生費　　02目 予防費　（01一般会計） 継続

予防接種事業

計画
年度

民生部 健康推進課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

20歳未満で定期接種対象の市民
風しん予防接種対象の市民

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○医療機関に委託し接種します。
【法定接種】ロタワクチン　ヒブワクチン　肺炎球菌　四
種混合　ＢＣＧ　B型肝炎　
麻しん風しん（1期生後12～24月、2期5歳以上7歳未満で小
学校就学始期に達する日の１年前の日～当該始期に達する
日の前日までの間にある人）水痘　日本脳炎　子宮頚がん
【法定外接種】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
インフルエンザ（生後6月以上中学生以下）助成による無料
化
◇出生時に定期接種の予診票接種券を渡します。
◇日本脳炎2期、二種混合接種対象者に個別通知します。
◇未接種者への接種を勧奨します

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

感染症の発症を予防のために、予防接種を受けています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

実施予防接種数（種類）

インフルエンザ助成の対象者数（R4から）（人）

麻しん風しん（1期・2期）予防接種率（R3まで麻しん風しん（1期）予防接
種率）（％）
インフルエンザ1回目接種率（R3まで麻しん風しん（2期）予防接種率）（
％）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

16

-

102.1

98.8

16

-

96.0

96.2

16

4,500

100

70

219

政策 02 子どもの育成支援の充実

施策 01 子育て環境の充実

基本
事業 04 母子の健やかな成長の支援

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 134

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

127,382千円
(122,123)千円

78,245千円
(72,742)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

04款 衛生費　　01項 保健衛生費　　02目 予防費　（01一般会計） 継続

高齢者予防接種事業

計画
年度

民生部 健康推進課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

65歳以上の市民
（インフルエンザ）
対象年齢：65、70、75、80、85、90、95、100歳の市民
（肺炎球菌）

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○医療機関に委託し接種します。
・高齢者インフルエンザ予防接種（定期接種・Ｂ類疾病）
　対象年齢：65歳以上
・高齢者肺炎球菌予防接種（定期接種・Ｂ類疾病）
　対象年齢：65、70、75、80、85、90、95、100歳　
○高齢者肺炎球菌接種対象者に接種案内を送付します。
○普及啓発活動を行います。
・広報紙への掲載
・ホームページへの掲載

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

高齢者が予防接種を受け、感染症の蔓延と重症化を予防し
ています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

高齢者肺炎球菌接種対象者への接種案内送付数（通）

高齢者肺炎球菌接種率（％）

高齢者インフルエンザ接種率（％）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

1,963

30.0

69.2

2,100

40.0

68.0

2,103

50.0

70.0

220

政策 01 安全・安心な暮らしの実現

施策 02 健康づくりの推進

基本
事業 99 施策の総合推進

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 134

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

56,212千円
(56,212)千円

38,172千円
(38,172)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

04款 衛生費　　01項 保健衛生費　　02目 予防費　（01一般会計） 継続

新型コロナウイルスワクチン接種事業

計画
年度

民生部 健康推進課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市民

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○対象者を正確に把握して、迅速にワクチン接種を実施し
ます。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

新型コロナウイルス感染症の拡大が予防されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

新型コロナウイルスワクチン接種券発送数（人）

新型コロナウイルスワクチン接種率（％）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

36,552

100.0

34,000

100

901

政策 01 安全・安心な暮らしの実現

施策 02 健康づくりの推進

基本
事業 99 施策の総合推進

開始：令和02年度
終了：令和04年度

予算書
ページ 136

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

104,681千円
(0)千円

225,113千円
(0)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

04款 衛生費　　01項 保健衛生費　　03目 母子衛生費　（01一般会計） 継続

特定不妊・不育症治療費助成事業

計画
年度

民生部 健康推進課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

特定不妊治療を考えている市民
不育症治療を考えている市民

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○特定不妊治療を受けた人に、40歳まで子ども1人につき6
回、43歳未満は3回まで保険対象費用の、自己負担分および
一部保険対象外治療含む）
○不育症治療を受けた人に、通算５回、１治療当たり上限1
0万円を助成します。
・相談受付
・事業の情報発信

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

特定不妊治療・不育症治療が受けやすくなっています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

申請受付数（実人数）（人）

助成金額（円）

本助成により特定不妊治療を受けている人数（年間延べ数）（人）

本助成により不育症治療を受けている人数（年間延べ数）（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

23

3,249,088

29

0

18

3,000,000

18

3

18

3,000,000

18

3

231

政策 02 子どもの育成支援の充実

施策 01 子育て環境の充実

基本
事業 99 施策の総合推進

開始：平成21年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 140

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

3,000千円
(3,000)千円

3,000千円
(3,000)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

04款 衛生費　　01項 保健衛生費　　03目 母子衛生費　（01一般会計） 継続

出産育児助成事業

計画
年度

民生部 健康推進課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

乳児の保護者

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

分娩費用と1歳までの紙おむつ費用として総額100,000円を
助成します。

（助成額）
分娩費用助成額40,000円
紙おむつ助成額60,000円（1歳の誕生月まで月額5,000円）
（条件）
分娩費用助成額は産婦が産後4か月まで市内に住所を有する
こと。紙おむつ助成額は対象児保護者が市内に住所を有す
る前月までを支給対象月とします。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

経済的な負担が軽減されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

母子健康手帳交付時等の周知件数（件）

助成により負担が軽減された保護者の人数（累計）（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

211

716

240

140

240

350

965

政策 02 子どもの育成支援の充実

施策 01 子育て環境の充実

基本
事業 05 保護者負担の軽減

開始：令和03年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 140

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

21,000千円
(18,000)千円

21,000千円
(21,000)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

04款 衛生費　　01項 保健衛生費　　03目 母子衛生費　（01一般会計） 継続

妊産婦医療費助成事業

計画
年度

民生部 健康推進課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

妊産婦

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

医療保険各法の規定による診察、薬剤、診療材料の支給、
処置、手術などの医療費助成として、保険者が給付する付
加給付等を控除した自己負担額を助成します。

（助成額）
外来１回530円、入院１日1,200円以上の自己負担額。
（期間）
妊娠届出をした翌月初日から出産した翌月末まで。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

妊産婦の経済的負担を軽減し、妊産婦が適切な医療を受け
ています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

受給者証配布数（R3から）（人）

案内配布数（R2まで）（件）

妊産婦負担軽減額（R3から）（円）

本事業により経済的負担が軽減される人数（R2まで）（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

-

226

-

0

240

-

8,400,000

-

240

-

10,475,000

-

869

政策 02 子どもの育成支援の充実

施策 01 子育て環境の充実

基本
事業 05 保護者負担の軽減

開始：平成30年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 140

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

10,639千円
(9,139)千円

8,564千円
(8,564)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

04款 衛生費　　01項 保健衛生費　　04目 健康増進対策費　（01一般会計） 継続

健康増進対策事業

計画
年度

民生部 健康推進課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）
職場でがん検診を受ける機会がない市民
・子宮頸がん検診：20歳以上の女性
・乳がん検診：40歳以上の女性
・肺がん、胃がん、大腸がん検診：40歳以上
・前立腺がん検診：50歳以上の男性

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○地区別集団検診（７～９月）　　　　　　　　　　　　
・胃、肺、大腸、前立腺
○未受診者対象集団検診（11月）
・胃、肺、大腸、前立腺がん検診
○集団検診（６月・11月）
・子宮頸がん（乳がん検診の集団健診を全部施設に移行）
○施設検診
・子宮頸がん、乳がん
○無料クーポン券事業
・胃・大腸・乳がん（41・46・51・56・61歳）
　＊大腸がん検診のコールリコールを拡大
・子宮頸がん（21・26・31・36・41歳）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

定期的にがん検診を受診する市民が増えています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

各種検診実施回数（回）

各種検診受診者数（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

26

10,245

28

13,010

28

13,010

237

政策 01 安全・安心な暮らしの実現

施策 02 健康づくりの推進

基本
事業 05 健（検）診受診率の向上

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 140

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

68,010千円
(54,219)千円

64,472千円
(49,320)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

04款 衛生費　　01項 保健衛生費　　04目 健康増進対策費　（01一般会計） 継続

新潟大学寄附講座設置事業（生活習慣病）

計画
年度

民生部 健康推進課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

新潟大学医学部

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○新潟大学医学部に「健康寿命延伸・生活習慣病予防治療
医学講座」を開設します。
・令和3年10月1日から令和6年9月30日までの3年間
・寄附総額　6,000万円
（講座の取組内容）
・中学生生活習慣病予防事業、20歳の健康プレゼント事業
のデータ解析及び特定健診結果とレセプトデータの解析・
介護保険データの解析・糖尿病・生活習慣病予防治療セン
ターでの臨床データの解析　
・医学部学生の教育を目的とした生活習慣病予防プログラ
ムの立案・臨床実習　

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

市民の各種健診等のデータが大学医学部の専門医によって
解析され、生活習慣病予防対策等の研究が行われていま
す。

活
動
・
成
果
状
況

区分

寄附金額（千円）

糖尿病・生活習慣病予防治療センター設置数（か所）

本事業により研究に従事している医師数（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

20,000

1

4

20,000

1

4

20,000

1

4

241

政策 01 安全・安心な暮らしの実現

施策 01 地域医療体制の充実

基本
事業 01 あがの市民病院の機能強化

開始：平成27年度
終了：令和06年度

予算書
ページ 142

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

20,000千円
(0)千円

20,000千円
(0)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

04款 衛生費　　01項 保健衛生費　　04目 健康増進対策費　（01一般会計） 継続

新潟大学寄附講座設置事業（消化器疾患）

計画
年度

民生部 健康推進課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

新潟大学医学部

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○新潟大学医学部に「健康寿命延伸・消化器疾患先制医学
講座」を開設します。
・令和3年4月1日から令和6年3月31日までの3年間
・寄附総額　１億2,000万円

(講座の取組内容)
・市の健診の値を活用し、肝臓の硬さ（線維化）を調べる
ことで、肝疾患の早期発見、早期介入に向けてデータの解
析を行い、健康寿命を延ばす取り組みを実施します。
・外来診療や内視鏡検査の実施を維持します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

市民の各種健診等のデータが大学医学部の専門医によって
解析され、消化器疾患等の研究が行われています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

寄附金額（千円）

消化器病センター設置数（か所）

本事業により研究に従事している医師数（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

40,000

1

3

40,000

1

3

40,000

1

3

899

政策 01 安全・安心な暮らしの実現

施策 01 地域医療体制の充実

基本
事業 01 あがの市民病院の機能強化

開始：平成30年度
終了：令和05年度

予算書
ページ 142

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

40,000千円
(0)千円

40,000千円
(0)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

04款 衛生費　　01項 保健衛生費　　04目 健康増進対策費　（01一般会計） 継続

新潟大学寄附講座設置事業（運動器疾患）

計画
年度

民生部 高齢福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

新潟大学医学部

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○新潟大学医学部に「健康寿命延伸・運動器疾患医学講
座」を引き続き設置します。
・令和４年４月１日から令和７年３月３１日までの３年間
・寄附総額　１億２千万円

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

市民の各種検診等のデータが大学医学部の専門医によって
解析され、運動器疾患等の研究が行われています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

寄付金額（千円）

骨関節疾患センター設置数（か所）

本事業により研究に従事している医師数（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

20,000

1

2

20,000

1

2

40,000

1

4

915

政策 01 安全・安心な暮らしの実現

施策 01 地域医療体制の充実

基本
事業 01 あがの市民病院の機能強化

開始：令和元年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 142

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

40,000千円
(0)千円

20,000千円
(0)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

04款 衛生費　　01項 保健衛生費　　06目 葬斎事業費　（01一般会計） 継続

葬斎事業

計画
年度

民生部 市民生活課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

阿賀北葬斎場

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

阿賀北葬斎場を運営管理します。
・使用時間：午前8時30分から午後5時まで
・休場日：1月1日及び毎月友引の日
・運営方法：指定管理
・使用料
　12歳以上火葬：15,000円（うち10,000円減免）
　12歳未満火葬：12,000円（うち8,000円減免）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

適切に維持管理され、遺族が安心して利用しています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

修繕件数（R3までは助成件数）（件）

使用件数（R3までは助成金額（千円））（件）

助成を受けて阿賀北広域組合葬斎場を使用した市民の割合（R3まで）（
％）

葬斎場の維持管理上の不具合・トラブル件数（R4から）（件）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

577

5,712

100

-

611

6,650

100

-

1

570

-

0

244

政策 07 信頼される行政経営

施策 02 適切な事務執行とサービス提供

基本
事業 99 施策の総合推進

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 144

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

65,544千円
(28,809)千円

10,250千円
(6,650)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

04款 衛生費　　02項 清掃費　　03目 環境衛生費　（01一般会計） 継続

環境保全啓発事業

計画
年度

民生部 市民生活課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市民

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○自然環境や生活環境の保全を図るため、日々、パトロー
ルを実施します。
○広報紙やホームページにより、河川へのごみ捨てなど身
近な環境問題について啓発を行います。
○環境基本計画及び地球温暖化対策実行計画を改定しま
す。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

水辺環境、緑環境、生き物の生息環境を保全する意識が高
まることにより、市民生活を取り巻く環境の向上を目指し
ます。

活
動
・
成
果
状
況

区分

ホームページ掲載回数（回）

自然環境保全活動に参加している市民の割合（％）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

1

2.5

1

2.6

1

2.7

262

政策 05 生活に密着した住環境整備の促進

施策 07 地球環境・自然環境の保全

基本
事業 02 地球環境の保全

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 150

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

10,734千円
(10,734)千円

885千円
(885)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

05款 労働費　　01項 労働諸費　　01目 労働諸費　（01一般会計） 新規

若者就労促進支援事業

計画
年度

産業建設部 商工観光課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

15から49歳までの就労について悩みを有する若者（若者無
業者）

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

下越地域若者サポートステーションが当市に設置した阿賀
野サテライトでは、毎月第１・３火曜日の午後２時から４
時の間、事前予約制にて１回50分の相談を受けています。
相談のみならず、研修（ジョブトレーニング）も実施し、
就業促進を図ります。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

就業に結びついています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

相談件数（件）

研修（ジョブトレーニング）実施件数（件）

就業決定者数（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

43

3

6

995

政策 04 地域経済の活性化

施策 02 商工業の振興

基本
事業 01 魅力的な働き場の維持・増加

開始：令和04年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 152

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

247千円
(247)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

06款 農林水産業費　　01項 農業費　　01目 農業委員会費　（01一般会計） 継続

農業委員会事務局事務

計画
年度

農業委員会 農業委員会事務局

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

農業委員会事務局の市職員

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○農業委員会事務局の業務内容
・農地法に係る許認可事務を行います。
・農業委員会運営（総会開催等）に係る事務を行います。
・農地管理に関する情報提供を行います。

　

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

農地管理等の事務処理が、法令等に基づき適正に行われて
います。

活
動
・
成
果
状
況

区分
農業委員会総会開催回数
（回）

許認可事務処理の事故件数（件）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

12

0

12

0

13

0

269

政策 04 地域経済の活性化

施策 01 農業の振興

基本
事業 99 施策の総合推進

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 152

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

5,850千円
(4,061)千円

4,402千円
(2,550)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

06款 農林水産業費　　01項 農業費　　03目 農業振興費　（01一般会計） 継続

がんばる農家応援（新規就農者等確保）事業

計画
年度

産業建設部 農林課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

新規就農者、農業後継者

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○農業次世代人材投資資金及び新規就農者育成総合対策経
営開始資金の交付　
・就農計画が認定された新規就農者に資金を交付します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

新規就農者や農業後継者が確保され、定着しています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

新規就農者支援補助金の交付申請者数（R3まで）（人）

農業次世代人材投資資金等の交付申請者数（人）

新規就農者支援補助金の交付を受け営農を継続している人数（R3まで)
（人）

農業次世代人材投資資金等の交付を受け営農を継続している人数（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

0

6

1

9

4

6

5

10

-

9

-

14

279

政策 04 地域経済の活性化

施策 01 農業の振興

基本
事業 03 意欲のある農業者の育成

開始：平成24年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 156

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

13,740千円
(0)千円

9,200千円
(200)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

06款 農林水産業費　　01項 農業費　　03目 農業振興費　（01一般会計） 継続

えんだま産地化推進事業

計画
年度

産業建設部 農林課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

えんだま（枝豆）を生産する農業者、農業法人等

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

えんだま生産に係る肥料（堆肥）の費用助成と生分解性マ
ルチの導入経費を支援します。

（助成要件）
えんだま生産に取り組んでいる生産者
（助成費）
堆肥散布経費の２分の１
生分解性マルチ導入経費　20,000円/10a

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

えんだまの栽培面積が拡大し、産地化が進んでいます。

活
動
・
成
果
状
況

区分

助成額（千円）

えんだま栽培面積（ha）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

333

7.7

900

15

2,702

20

857

政策 04 地域経済の活性化

施策 01 農業の振興

基本
事業 01 収益を向上させる農業経営

開始：令和02年度
終了：令和04年度

予算書
ページ 156

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

2,702千円
(1,102)千円

900千円
(900)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

06款 農林水産業費　　01項 農業費　　03目 農業振興費　（01一般会計） 継続

環境保全型農業直接支援事業

計画
年度

産業建設部 農林課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

複数の農業者で構成するグループ

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○支援対象となる取組に対して補助金を交付します。
（事業要件）
①主作物について化学肥料・化学合成農薬の使用を５割以
上低減する取組と合わせて行う、地球温暖化防止や生物多
様性保全等に効果の高い営農活動を行うこと。
②持続可能な農業生産に向けた研修の受講とチェックシー
トによる自己点検を実施すること。
（補助金額）
堆肥の施用(基本）4,400円/10a、（特例）2,200円/10a
有機農業（加算あり）14,000円/10a、（加算なし）12,000
円/10a

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い営農活動が
地域でまとまりをもって取り組まれています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

補助制度ＰＲ回数（回）

補助金交付申請件数（件）

本補助によるたい肥散布面積（ha）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

2

264

512

3

263

547

3

355

600

282

政策 04 地域経済の活性化

施策 01 農業の振興

基本
事業 04 地域循環の創出

開始：平成25年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 156

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

15,044千円
(3,751)千円

15,140千円
(3,775)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

06款 農林水産業費　　01項 農業費　　03目 農業振興費　（01一般会計） 継続

安全安心農産物生産推進事業

計画
年度

産業建設部 農林課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

農業者
農業法人

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○市内産の堆肥を散布する農業者、農業法人等に対し、経
費の一部を助成します。

（助成額）
・水稲対象
認定農業者　　1,500円/10a
上記以外　　　1,000円/10a　　　　　
・園芸対象　　30円/10kg

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

気象災害に強く、安全安心な美味しい農産物を栽培するた
め、堆肥散布による土づくりが行われています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

補助制度ＰＲ回数（回）

補助金交付申請件数（水稲＋園芸）（件）

補助金交付件数（水稲＋園芸）（件）

本補助による堆肥散布面積（水稲＋園芸）（ha）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

3

125

125

123

3

165

165

190

3

165

165

190

287

政策 04 地域経済の活性化

施策 01 農業の振興

基本
事業 04 地域循環の創出

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 156

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

2,680千円
(2,680)千円

2,680千円
(2,680)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

06款 農林水産業費　　01項 農業費　　03目 農業振興費　（01一般会計） 新規

データを活用した農業経営支援事業

計画
年度

産業建設部 農林課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

農業者

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

市公式LINEに新たなカテゴリ「農業（仮称）」を設け、農
業者に対して、市況データなど農業経営に役に立つ情報を
ブッシュ型で配信します。
具体的な手段の１つとして、道の駅あがの（農産物直売
所）の出荷量・販売データを活用します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

データを活用した農業経営に取り組んでいます。

活
動
・
成
果
状
況

区分

市公式LINEによる情報配信数（回）

市公式LINE「農業」受信設定者数（人）

道の駅あがの出荷組合加入者数（経営体）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

30

500

100

998

政策 04 地域経済の活性化

施策 01 農業の振興

基本
事業 01 収益を向上させる農業経営

開始：令和04年度
終了：令和  年度

予算書
ページ -

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

0千円
(0)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

06款 農林水産業費　　01項 農業費　　06目 農地費　（01一般会計） 継続

ほ場整備事業

計画
年度

産業建設部 農林課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

ほ場整備が必要な農地

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○農地の集積・集約化を進めるため、農家・関係機関での
話し合いを進めます。
○事業実施を促すため、モデル5地区の調査事業に係る農家
負担に対し、予算の範囲内で助成を行います。
　助成割合：農家負担分の２分の１
○ほ場整備事業費の10％を市が負担します。

・採択地区
　中ノ通地区(21.0ha),堀耕東地区(41.7ha),滝沢地区(23.
  2ha),発久地区(71.0ha),勝屋地区(42.5ha),下里地区（9
  5.1ha)
・調査地区：関屋地区（118.0ha）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

効率的な用・排水路等が整備された大区画ほ場となってい
ます。

活
動
・
成
果
状
況

区分

調査事業実施地区数(累計）（地区）

ほ場整備事業採択地区数(累計）（地区）

調査事業実施面積(累計）（ha）

ほ場整備事業採択面積(累計）（ha）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

7

5

412.5

199.4

7

6

412.5

294.5

7

6

412.5

294.5

304

政策 04 地域経済の活性化

施策 01 農業の振興

基本
事業 01 収益を向上させる農業経営

開始：平成25年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 164

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

7,219千円
(2,919)千円

24,422千円
(24,422)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

06款 農林水産業費　　02項 林業費　　01目 林業振興費　（01一般会計） 継続

林業振興事業

計画
年度

産業建設部 農林課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

山林

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○森林環境譲与税を活用した森林整備を実施します。
　意向調査：10年以上未整備の民有林人工林所有者に対し
　　　　　　経営及び管理に関する意思確認。
　経営管理集積計画：市に経営を委ねる所有者と契約を締
　　　　　　　　　　結。計画策定。
　森林整備：意欲と能力のある林業経営者へ再委託又は市
　　　　　　による森林管理。
○森林の間伐の推進（森林組合への補助）
○森林改良各協議会への負担金
○県指定区域の松くい虫伐倒駆除を実施（業務委託）しま
す。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

森林が継続的に保全管理されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

松くい虫伐倒駆除本数（R3まで）（本）

森林経営管理制度取組面積（累計）（R4から）（ha）

森林保全活動実施面積（単年）（R3まで）（ha）

経営管理権集積計画策定面積（累計）（R4から）（ha）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

0

-

18.88

-

5

-

18.9

-

-

279.3

-

21.2

319

政策 04 地域経済の活性化

施策 01 農業の振興

基本
事業 99 施策の総合推進

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 168

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

5,019千円
(4,909)千円

10,855千円
(10,193)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

06款 農林水産業費　　03項 畜産業費　　01目 畜産業費　（01一般会計） 継続

がんばる畜産農家応援事業

計画
年度

産業建設部 農林課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

100頭以下の牛（肉用、繁殖、乳用）を飼養する畜産農家

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○牧草地に播種する種子購入費の２分の１以内を助成しま
す。
〇耕畜連携によるWCS用稲を購入する畜産農家に３円／㎏を
助成します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

畜産経営安定化のため、飼料（牧草、WCS用稲）栽培に取り
組んでいます。

活
動
・
成
果
状
況

区分

補助金交付申請者数（牧草）（人）

補助金交付申請者数（WCS用稲）（人）

本補助による牧草栽培面積（ha）

本補助によるWCS用稲の栽培面積（ha）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

19

6

110

13

22

6

100

13

20

6

105

13

327

政策 04 地域経済の活性化

施策 01 農業の振興

基本
事業 04 地域循環の創出

開始：平成27年度
終了：令和04年度

予算書
ページ 168

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

2,400千円
(2,400)千円

2,400千円
(2,400)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

06款 農林水産業費　　03項 畜産業費　　01目 畜産業費　（01一般会計） 継続

グリーンアクアセンター維持管理事業

計画
年度

産業建設部 農林課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

グリーンアクアセンター

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○ふん尿処理施設を運営管理します。
施設能力：ふん尿処理量44ｔ（うち糞26ｔ）／日
管理方法：平成16年4月1日から指定管理者の酪農にいがた
　　　　　農協が運営管理
・畜産農家から受け入れたふん尿をたい肥化
（受け入れは有料）
・製造されたたい肥は指定管理者が販売

※たい肥は、市内の水田等に散布しているほか、市外農協
や市内のホームセンターで取り扱っています。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

ふん尿処理が適切に行われ、製造されたたい肥が有効活用
されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

施設稼働日数（日）

グリーンアクアセンター製造たい肥販売量（t）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

359

2,589

359

2,500

359

2,500

325

政策 04 地域経済の活性化

施策 01 農業の振興

基本
事業 04 地域循環の創出

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 170

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

13,690千円
(12,514)千円

13,691千円
(12,508)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

31



活動

活動

成果

成果

06款 農林水産業費　　03項 畜産業費　　01目 畜産業費　（01一般会計） 継続

ゆうきセンター維持管理事業

計画
年度

産業建設部 農林課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

ゆうきセンター

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○たい肥製造施設を運営管理します。
施設能力：たい肥製造量7.4ｔ／日
管理方法：平成16年4月1日から指定管理者のささかみ
　　　　　農協が運営管理
・ふん尿は畜産農家から無償で受け入れ
・もみ殻は耕種農家から無償で受け入れ（副資材）
・製造されたたい肥は指定管理者が販売

※たい肥は、笹神地区の水田に散布しています。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

ふん尿ともみ殻が適切に処理され、製造されたたい肥は有
効に活用されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

施設稼働日数（日）

ゆうきセンター製造たい肥販売量（t）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

270

2,117

270

2,100

270

2,100

326

政策 04 地域経済の活性化

施策 01 農業の振興

基本
事業 04 地域循環の創出

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 170

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

432千円
(407)千円

432千円
(414)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

07款 商工費　　01項 商工費　　02目 商工振興費　（01一般会計） 継続

安田瓦普及支援事業

計画
年度

産業建設部 商工観光課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

安田瓦製造者
屋根工事業者

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○安田瓦普及助成事業の実施
・安田瓦を使用して建物の新築、増築、屋根葺替工事等を
行ったときに、瓦代金を補助します。
補助率：10分の１（上限10万円）
○公共施設等に安田瓦や廃瓦リサイクル製品を展示・利活
用して、ＰＲします。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

瓦の出荷量が増え、瓦産業が活性化しています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

安田瓦普及助成事業の補助金額（千円）

公共施設等における製品展示・利活用箇所数（累計）（か所）

本補助による安田瓦設置家屋棟数（棟）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

3,178

5

43

4,000

6

50

4,000

6

50

337

政策 04 地域経済の活性化

施策 02 商工業の振興

基本
事業 03 域内調達の増加

開始：平成23年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 174

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

4,000千円
(4,000)千円

4,000千円
(4,000)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

07款 商工費　　01項 商工費　　02目 商工振興費　（01一般会計） 継続

地場産業が息づく活力と賑わいのまちづくり事業（やすだ瓦ロード整備）

計画
年度

産業建設部 商工観光課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

観光客

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）
○地方創生推進交付金を活用し、地場産業（安田瓦）を活
かした①産業観光の推進、②地場産業関連事業所への就労
促進、③新たな商品開発による地場産業の売上増加、④そ
の取り組みを持続させる人材育成と環境づくりを行い、交
流人口の拡大、地場産業関連事業所への就労促進、新たな
事業展開による魅力ある地場産業の創出を目指します。
○安田瓦協同組合が主体となり、実施する次の事業に対し
て助成を行います。
①安田瓦体験型産業観光施設整備事業　
②地場産業人材育成事業
③ヤキモノ体験・プロモーション事業　
④ヤキモノを使用した新商品試作・実証事業
⑤地場産業関連事業所への就労促進実証事業

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

観光客がやすだ瓦ロードを訪れ、回遊し、産業観光として
の認知が向上しています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

歩道等整備進捗率（％）

やすだ瓦ロードの来訪者数（人）

安田瓦出荷枚数（万枚）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

100

40,000

400

100

45,000

400

718

政策 04 地域経済の活性化

施策 03 観光の振興

基本
事業 03 観光関連事業者の連携強化

開始：令和03年度
終了：令和05年度

予算書
ページ 174

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

113,950千円
(11,975)千円

32,000千円
(0)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

07款 商工費　　01項 商工費　　04目 観光施設費　（01一般会計） 継続

水原代官所維持管理事業

計画
年度

産業建設部 商工観光課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

水原代官所

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○観光の拠点、郷土の歴史学習の施設として適正に維持管
理します。
主な施設：敷地面積　5914.81㎡　木造瓦葺平屋建　498.34
㎡（陣屋475.62㎡・表門9.04㎡・外部便所13.68㎡）
開館時間：4月から11月は午前9時30分から午後4時まで、12
月から3月は午前10時から午後4時まで 
休館日：月曜日（祝日と重なる場合は開館、翌日休館）、1
2月28日から1月4日まで
管理方法：臨時職員2人勤務体制農業歴史資料館と一体管理
入館料：小･中･高　個人200円 団体150円
             一　般　　個人300円 団体250円

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

適切な維持管理がされ、多くの人が利用しています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

修繕及び機器等更新件数（件）

開館日数（日）

水原代官所入館者数（人）

水原代官所の維持管理上の不具合・トラブル件数（件）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

2

305

1,592

0

0

305

4,000

0

4

306

4,000

0

356

政策 04 地域経済の活性化

施策 03 観光の振興

基本
事業 03 観光関連事業者の連携強化

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 176

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

4,670千円
(3,950)千円

2,111千円
(1,391)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

07款 商工費　　01項 商工費　　04目 観光施設費　（01一般会計） 継続

キャンプ場維持管理事業

計画
年度

産業建設部 商工観光課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

五頭山麓いこいの森
奥村杉キャンプ場
どんぐりの森

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）
○キャンプ場を適切に維持管理します。
【五頭山麓いこいの森】主な施設：バンガロー、テニス
コート、炊事場、東屋、運動広場、キャンプサイト
開設期間：4月～11月　　管理方法：指定管理者、五頭自然
郷をつくる会｢森のこだま」利用申込：指定管理者の窓口で
申請
使用料：有料
【奥村杉キャンプ場】主な施設：炊事場、休憩所
開設期間：4月～11月　使用料：無料　維持管理方法：トイ
レ管理を委託
【どんぐりの森】主な施設：炊事場、休憩所　（トイレな
し）　開設期間：4月～11月　使用料：無料　管理方法：水
場管理を委託

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

適切な維持管理がされ、多くの人が利用しています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

修繕及び機器等更新件数（件）

五頭山麓いこいの森の4月～11月の利用者数（人）

キャンプ場の維持管理上の瑕疵による損害賠償件数（件）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

0

34,950

0

0

40,000

0

0

40,000

0

363

政策 04 地域経済の活性化

施策 03 観光の振興

基本
事業 03 観光関連事業者の連携強化

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 178

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

3,397千円
(3,397)千円

2,889千円
(2,889)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

07款 商工費　　01項 商工費　　06目 宿泊施設費　（01一般会計） 継続

宿泊施設リズム・ハウス瓢湖運営事業

計画
年度

産業建設部 商工観光課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

宿泊施設リズム・ハウス瓢湖

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○宿泊施設リズム・ハウス瓢湖を適切に管理運営します。

・入浴、貸部屋、ワーキングスペース
休業日：毎週月・火曜日
管理方法：市直営
利用申込：電話、施設窓口
利用料金：条例による

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

適切な管理運営がされ、多くの人が利用しています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

開館日数（日）

修繕及び機器等更新件数（件）

宿泊施設リズム・ハウス瓢湖利用者数（人）

宿泊施設リズム・ハウス瓢湖の維持管理上の不具合・トラブル件数（件）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

316

2

12,698

0

257

0

7,500

0

257

0

8,000

0

371

政策 04 地域経済の活性化

施策 03 観光の振興

基本
事業 03 観光関連事業者の連携強化

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 180

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

12,886千円
(10,486)千円

4,926千円
(4,926)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

34



活動

活動

成果

成果

07款 商工費　　01項 商工費　　07目 企業誘致等対策費　（01一般会計） 継続

企業誘致推進事業

計画
年度

産業建設部 商工観光課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

企業
新潟県東部産業団地

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○新潟県東部産業団地の優位性や優遇制度をホームページ
で情報発信するとともに、企業訪問を行います。

（主な優遇制度）
・固定資産税の課税免除又は不均一課税（３年間）
・用地取得助成金（10％以内、上限１億円）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

企業が新潟県東部産業団地へ進出し、操業しています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

市外の企業訪問回数（回）

東部産業団地の事業所で働いている人の数（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

0

518

5

550

5

575

372

政策 04 地域経済の活性化

施策 02 商工業の振興

基本
事業 01 魅力的な働き場の維持・増加

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 182

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

27,589千円
(27,589)千円

32,627千円
(32,627)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

08款 土木費　　02項 道路橋りょう費　　02目 道路維持費　（01一般会計） 継続

道路照明維持修繕事業（長寿命化）

計画
年度

産業建設部 建設課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市管理道路照明

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○道路照明修繕計画に基づき、老朽化した灯具をＬＥＤに
取り替えます。

※長寿命化修繕計画により、R1年～R5年で89灯の道路照明
の修繕を行います。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

道路照明の維持管理により、老朽化した灯具をLEDに交換す
ることで、道路交通の安全が確保されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

道路照明修繕数（基）

道路照明修繕数（累計）（基）

道路照明修繕率（％）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

0

23

25.8

20

46

51.7

26

72

80.1

868

政策 05 生活に密着した住環境整備の促進

施策 02 道路環境の充実

基本
事業 02 生活道路の維持管理と整備充実

開始：平成30年度
終了：令和05年度

予算書
ページ 188

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

16,000千円
(0)千円

16,000千円
(1,600)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

08款 土木費　　02項 道路橋りょう費　　05目 道路除雪費　（01一般会計） 継続

道路消雪施設整備事業（国庫補助）

計画
年度

産業建設部 建設課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市管理道路
道路利用者

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○家屋連坦部など堆雪スペースが確保できず、機械除雪作
業が困難な路線（箇所）に消雪パイプの新設整備を行いま
す。

（令和4年度の事業箇所）
曽郷法柳線ほか 井戸1本 延長440ｍ,法柳302号線ほか 井戸
1本 延長550ｍ,京ヶ島町道線 井戸1本 

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

冬期間の道路交通の安全が確保されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

消雪パイプ整備延長（km）

消雪パイプ整備済延長（km）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

5.8

219.8

1.0

220.3

1.0

221.3

395

政策 05 生活に密着した住環境整備の促進

施策 02 道路環境の充実

基本
事業 03 効率的な除排雪の推進

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 190

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

133,000千円
(2,700)千円

56,000千円
(12,200)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

08款 土木費　　02項 道路橋りょう費　　05目 道路除雪費　（01一般会計） 継続

道路消雪施設修繕事業（国庫補助）

計画
年度

産業建設部 建設課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市管理道路
道路利用者

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○老朽化した消雪井戸、パイプの修繕を行います。

（令和4年度の事業箇所）
井戸掘替　4か所
パイプ打替　上山屋村中線ほか 延長417m、大日水林2号線
ほか 421m、御巡幸線ほか 530m

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

冬期間の道路交通の安全が確保されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

消雪パイプ修繕延長（km）

消雪パイプ修繕済延長（km）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

6.9

18.7

6.1

24.6

1.4

26.0

396

政策 05 生活に密着した住環境整備の促進

施策 02 道路環境の充実

基本
事業 03 効率的な除排雪の推進

開始：平成27年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 190

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

167,000千円
(9,600)千円

521,000千円
(208,400)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

08款 土木費　　04項 都市計画費　　01目 都市計画総務費　（01一般会計） 継続

住宅リフォーム補助事業

計画
年度

産業建設部 建設課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

所有者またはその親族が居住する住宅
定住を目的に改修する空き家住宅

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○住宅リフォーム経費の一部を補助します。(併用住宅は自
己の居住部分のみ）
補助対象経費：20万円以上のリフォーム工事
（命綱固定アンカー等設置工事は10万円以上）
補助率：リフォームに係る経費の10分の２（上限15万円）
 ※多世代世帯は経費の10分の２を加算（上限10万円）　
補助条件：住宅用火災報知器の設置、下水道接続（下水道
供用開始区域のみ）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

リフォームにより有効かつ長期に利用されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

補助金申請件数（件）

（代替）本補助によりリフォームをした件数（補助金交付件数）（件）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

153

153

160

160

176

176

403

政策 05 生活に密着した住環境整備の促進

施策 01 土地の有効利用

基本
事業 02 適正な開発の促進

開始：平成23年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 194

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

30,000千円
(30,000)千円

30,000千円
(30,000)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

08款 土木費　　04項 都市計画費　　01目 都市計画総務費　（01一般会計） 継続

虹の架け橋住宅取得支援事業

計画
年度

産業建設部 建設課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

子育て世帯及び多世代世帯の市内への定住者
（45歳未満の２人以上で居住する者）

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○子育て世帯及び多世代世帯の定住化を促進し、経済的負
担を軽減するため、住宅取得に係る費用の一部を補助しま
す。
（補助率）
・転入者
住宅取得費の100分の４から100分の10（上限100万円)
・市内在住者
住宅取得費の100分の１から100分の７（上限70万円)

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

本補助を活用して、市内に住居を構える世帯が増加してい
ます。

活
動
・
成
果
状
況

区分

募集件数（転入者）（件）

募集件数（市内在住者）（件）

本補助を受けた転入世帯数（累計）（世帯）

本補助を受け定住した市内在住世帯数（累計）（世帯）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

38

57

158

363

25

45

188

368

30

45

218

413

404

政策 05 生活に密着した住環境整備の促進

施策 01 土地の有効利用

基本
事業 02 適正な開発の促進

開始：平成25年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 194

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

28,000千円
(28,000)千円

28,000千円
(28,000)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

08款 土木費　　04項 都市計画費　　01目 都市計画総務費　（01一般会計） 継続

道の駅整備事業

計画
年度

産業建設部 建設課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

道の駅　

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○阿賀野バイパス沿線に市内外の人との交流が盛んになる
拠点として、下黒瀬地内約3.4haのエリアに道の駅を設置
し、交流施設、休憩施設、情報発信施設を整備し、防災拠
点としても活用を図ります。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

市内外の人との交流拠点及び防災拠点が整備されていま
す。

活
動
・
成
果
状
況

区分

事業進捗率（事業費ベース）（％）

整備施設数（施設）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

41

0

100

1

100

1

407

政策 05 生活に密着した住環境整備の促進

施策 01 土地の有効利用

基本
事業 01 交流拠点としての「道の駅（仮称）あがの」の

推進

開始：平成27年度
終了：令和04年度

予算書
ページ 194

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

25,329千円
(19,433)千円

505,020千円
(0)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

08款 土木費　　04項 都市計画費　　03目 公園費　（01一般会計） 継続

瓢湖水きん公園維持管理事業

計画
年度

産業建設部 公園管理事務所

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

瓢湖水きん公園

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○国の天然記念物及びラムサール条約登録湿地である瓢湖
水きん公園を適切に維持管理します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

適切な維持管理により、多くの人が利用しています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

開園日数（日）

瓢湖水きん公園利用者数（人）

瓢湖水きん公園の維持管理上の損害賠償件数（件）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

365

331,123

0

365

320,000

0

365

320,000

0

353

政策 04 地域経済の活性化

施策 03 観光の振興

基本
事業 03 観光関連事業者の連携強化

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 198

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

57,372千円
(29,759)千円

33,548千円
(33,198)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

09款 消防費　　01項 消防費　　02目 非常備消防費　（01一般会計） 継続

消防団消防ポンプ積載車等維持管理事業

計画
年度

  消防本部

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

小型動力ポンプ付積載車
消防ポンプ自動車

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

〇小型動力ポンプ付積載車と消防ポンプ自動車を適切に維
持管理するため、消耗品の購入と定期点検を実施します。
〇安全教育による事故防止と日常点検による不良箇所の早
期発見に努めます。　

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

出動時に適切に機能する状態になっています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

修繕件数（件）

定期点検実施数（件）

小型動力ポンプ付積載車等の出動時の不具合・トラブル件数（件）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

8

36

0

15

40

0

15

36

0

422

政策 01 安全・安心な暮らしの実現

施策 05 消防・救急体制の充実

基本
事業 02 消防団体制の強化

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 204

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

9,158千円
(9,158)千円

6,783千円
(6,783)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

09款 消防費　　01項 消防費　　03目 消防施設費　（01一般会計） 継続

消防本署維持管理事業

計画
年度

  消防本部

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

消防本署

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

〇消防本署の機能を維持します。
・電気・冷暖房設備、指令装置等の機能維持を図るため、
保守点検や修繕を行います。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

機能が適正に維持されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

修繕件数（件）

消防本署の維持管理上の不具合・トラブル件数（件）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

7

0

7

0

7

0

427

政策 01 安全・安心な暮らしの実現

施策 05 消防・救急体制の充実

基本
事業 04 消防力の整備

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 206

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

19,432千円
(19,402)千円

21,497千円
(21,467)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

09款 消防費　　01項 消防費　　06目 災害対策費　（01一般会計） 継続

防災設備維持・整備事業

計画
年度

総務部 危機管理課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

防災設備

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○国・県との情報伝達やシステムの維持管理を行います。
（対象）
新潟県総合防災情報システム、全国瞬時警報システムなど
○市民等への情報伝達のための防災行政無線の維持管理を
行います。
（対象）
屋外拡声子局数　134局
○防災行政無線戸別受信機を配置します。
・土砂災害警戒区域に係る自治会の世帯に配置します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

適切な維持管理により、防災情報の円滑な取得・伝達の手
段が確保されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

保守点検実施機器数（機器）

修繕・更新件数（件）

防災設備不具合件数（件）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

134

2

1

134

0

0

134

0

0

439

政策 01 安全・安心な暮らしの実現

施策 04 防災減災体制の充実

基本
事業 03 災害情報伝達力の向上

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 212

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

29,629千円
(29,579)千円

28,275千円
(28,225)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

10款 教育費　　01項 教育総務費　　02目 事務局費　（01一般会計） 継続

通学バス運行事業

計画
年度

教育委員会 学校教育課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

通学バスを利用する児童生徒

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○遠距離通学児童・生徒に通学バスを運行します。
・通年通学バス　概ね３km以上の地域、統合地域
・冬季通学バス　概ね２km以上の地域
・運行主体　　　業務委託
・運行方法　　　停留所方式
○冬季の通学に路線バスを利用する児童生徒に対し、補助
金を支出します。
○運行対象地区の児童･生徒の状況（人数）に応じ、経路や
運行方式（路線バス・市営バス･タクシーの活用）の適宜見
直しを行います。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

児童生徒の安全な通学環境が確保されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

通学バス運行台数（路線）

通学バス運行台数（冬季）（路線）

通年通学バス運行により安全に通学している児童生徒数（人）

冬季通学バス運行により安全に通学している児童生徒数（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

18

14

584

397

18

14

575

415

18

14

505

430

451

政策 02 子どもの育成支援の充実

施策 02 学校教育の充実

基本
事業 04 安全な学校生活・通学環境の確保

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 220

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

167,709千円
(167,049)千円

169,381千円
(58,883)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

10款 教育費　　01項 教育総務費　　02目 事務局費　（01一般会計） 継続

児童生徒安全対策事業

計画
年度

教育委員会 学校教育課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）
（防犯ブザー）
　小学校1年生
（クマよけ鈴）
　クマ出没地域の児童生徒
　[安田小、分田小、笹岡小、神山小、安田中、笹神中]

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○小学1年生に防犯ブザーを無償配布します。
○クマ出没地域の児童生徒にクマよけ鈴を無償配布しま
す。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

児童生徒が登下校時の安全を意識し、不審者による犯罪行
為及びクマとの遭遇を防止しています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

ブザー配布数（個）

クマよけ鈴配布数（R4から）（個）

痴漢や連れ去り等登下校における犯罪件数(交通事故除く）（件）

登下校時におけるクマとの遭遇件数（R4から）（件）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

297

-

0

-

295

-

0

-

298

1,050

0

0

452

政策 02 子どもの育成支援の充実

施策 02 学校教育の充実

基本
事業 04 安全な学校生活・通学環境の確保

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 220

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

1,209千円
(1,209)千円

153千円
(153)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

10款 教育費　　01項 教育総務費　　02目 事務局費　（01一般会計） 継続

小中学校長寿命化等改修事業

計画
年度

教育委員会 学校教育課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

小学校施設
中学校施設

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○施設機能を向上させ、快適で長期間使用できる施設改修
を行います。
・躯体強度維持に向けた改修
・ライフラインの更新
・維持管理の容易性の確保
・トイレ改修・空調整備による環境改善

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

快適で学びやすい学習環境となっています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

改修進捗率（％）

改修を実施した学校数（校）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

55.6

3.3

66.7

4

88.9

5.3

864

政策 02 子どもの育成支援の充実

施策 02 学校教育の充実

基本
事業 03 教育環境の確保

開始：平成30年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 222

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

36,000千円
(36,000)千円

11,000千円
(11,000)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

10款 教育費　　01項 教育総務費　　02目 事務局費　（01一般会計） 継続

非核平和記念事業

計画
年度

教育委員会 学校教育課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市民
中学生

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○平和記念式典（広島市）に中学生を派遣します。

〇原爆絵画展を開催します。
展示資料：広島平和記念資料館所蔵の「市民が描いた原爆
の絵（複製）」

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

原爆被害の実情を知り、核兵器廃絶と世界恒久平和の実現
を考える機会が提供されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

原爆絵画展開催日数（日）

平和記念式典への派遣生徒数（人）

原爆絵画展入場者数（人）

平和記念式典への派遣生徒数（累計）（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

20

0

4,241

20

19

8

4,241

28

19

12

5,656

32

43

政策 02 子どもの育成支援の充実

施策 02 学校教育の充実

基本
事業 02 こころとからだの健全育成

開始：平成23年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 222

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

1,156千円
(1,156)千円

737千円
(737)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

10款 教育費　　02項 小学校費　　01目 学校管理費　（01一般会計） 継続

小学校ＩＣＴ教育推進事業

計画
年度

教育委員会 学校教育課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

児童
小学校

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

教育委員会の指導やＩＣＴ支援員の配置により、教員のＩ
ＣＴ活用指導力の向上を図り、児童がＩＣＴの活用によっ
て身に付ける態度・能力を習熟させ、学校生活や学習にお
いて日常的にＩＣＴが活用される教育を実現します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

児童の情報活用能力が向上し、学校において日常的にＩＣ
Ｔが活用されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

管理しているタブレット台数（台）

授業でタブレットを活用した割合（％）

児童が身に付ける能力（％）

児童のＩＣＴ活用を指導する能力（％）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

2,672

20

90

85

2,672

20

90

85

985

政策 02 子どもの育成支援の充実

施策 02 学校教育の充実

基本
事業 01 確かな学力の向上

開始：令和03年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 226

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

44,295千円
(44,295)千円

48,538千円
(48,538)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

42



活動

活動

成果

成果

10款 教育費　　03項 中学校費　　01目 学校管理費　（01一般会計） 継続

中学校ＩＣＴ教育推進事業

計画
年度

教育委員会 学校教育課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

生徒
中学校

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

教育委員会の指導やＩＣＴ支援員の配置により、教員のＩ
ＣＴ活用指導力の向上を図り、生徒がＩＣＴの活用によっ
て身に付ける態度・能力を習熟させ、学校生活や学習にお
いて日常的にＩＣＴが活用される教育を実現します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

生徒の情報活用能力が向上し、学校において日常的にＩＣ
Ｔが活用されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

管理しているタブレット台数（台）

授業でタブレットを活用した時間（％）

生徒が身に付ける能力（％）

生徒のＩＣＴ活用を指導する能力（％）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

1,489

20

90

70

1,489

20

90

85

986

政策 02 子どもの育成支援の充実

施策 02 学校教育の充実

基本
事業 01 確かな学力の向上

開始：令和03年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 232

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

29,648千円
(29,648)千円

29,380千円
(29,380)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

10款 教育費　　06項 社会教育費　　02目 生涯学習推進費　（01一般会計） 継続

学習支援事業

計画
年度

民生部 生涯学習課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

（放課後スク―ル）小学５・６年生
（温故塾）中学生

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

◯宿題や予習・復習などの自主学習を支援するため、放課
後スクールや温故塾を開講します。
（放課後スクール）
　内容：市内４会場で、放課後に週1回1時間　　　
（温故塾）
　内容：市内４会場で、毎週土曜日の午後に1.5時間
◯各会場には、講師、児童・生徒の安心・安全な学習環境
を整えるため、会場責任者として社会教育指導員を配置し
ます。　

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

放課後や休日に学習意欲のある児童・生徒への学習支援の
場として公共施設で開かれています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

放課後スクールの開講箇所数（か所）

温故塾の開講箇所数（か所）

放課後スクールの利用者数（人）

温故塾の利用者数（人）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

5

3

54

26

4

4

140

140

4

4

60

40

519

政策 02 子どもの育成支援の充実

施策 01 子育て環境の充実

基本
事業 03 放課後の多様な過ごし方の提供

開始：平成25年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 248

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

6,876千円
(4,426)千円

6,334千円
(3,884)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

10款 教育費　　06項 社会教育費　　03目 文化財保護費　（01一般会計） 継続

文化財保護事業

計画
年度

民生部 生涯学習課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市内所在文化財

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○市内所在文化財が適切に管理・活用されるよう施設や看
板等の保全及び修繕を行います。
・文化財保護に支障をきたす状態かどうかを判断し、管理
者と協議して対応策を実施します。
・文化財の保全状況を年1回、書面で管理者に確認します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

文化財が適切に保護されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

文化財保全状況確認回数（回）

実施調査件数（件）

毀損・滅失した文化財数（件）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

1

0

0

1

0

0

1

0

0

522

政策 06 市民協働の推進

施策 02 生涯学習の充実

基本
事業 04 文化財の保護・活用

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 250

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

9,181千円
(1,181)千円

959千円
(959)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

10款 教育費　　06項 社会教育費　　05目 図書館費　（01一般会計） 継続

市立図書館運営管理事業

計画
年度

民生部 生涯学習課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市民
阿賀野市立図書館

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

〇資料の収集・保存・貸出、調査相談、読書推進事業、
園・学校支援、ブックスタート事業、ボランティア育成・
支援、施設の維持管理を行います。
〇児童図書を充実させるとともに児童コーナーを拡充し
て、子どもたちが利用しやすい環境を整備します。
〇図書館照明をLED化し、読書環境を整備します。
開館時間：午前9時30分～午後7時（土日祝日午後5時）
休館日：月曜日、毎月第3木曜日、12月29日～翌年1月3日
管理方法：直営　
蔵書数：92,032冊（視聴覚資料1,578点、雑誌ﾀｲﾄﾙ数42誌)
貸出点数：51,375冊/年（雑誌・視聴覚資料含む）※令和3
年3月末時点

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

適切に図書館資料の収集が行われ、入館者数・貸出点数お
よび図書館を活用する市民が増えています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

図書購入冊数（本館分）（冊）

館内事業等の開催回数（回）

市立図書館年間入館者数（人）

市立図書館年間貸出冊数（冊）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

1,821

33

37,582

-

2,400

65

35,000

46,200

2,400

65

39,000

54,600

537

政策 06 市民協働の推進

施策 02 生涯学習の充実

基本
事業 05 読書活動の推進

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 256

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

94,665千円
(89,863)千円

53,600千円
(50,455)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

01款 総務費　　02項 徴収費　　01目 徴収費　（03後期高齢者医療特別会計） 継続

徴収事務

計画
年度

民生部 健康推進課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

後期高齢者医療被保険者

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○後期高齢者医療広域連合への保険料賦課に必要な所得状
況等の情報提供及び保険料の徴収業務を行います。
・賦課及び納付方法決定通知書の送付
・減免及び徴収猶予等の申請手続き
・督促状、催告状の送付
○保険料納付機会を拡大し未納を減らします。
・金融機関窓口等での納付及び口座振替に加え、令和4年度
本算定分からコンビニエンスストア収納、スマートフォン
決済アプリによるキャッシュレスサービス（Pay Pay、LINE
 Pay）を導入します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

皆保険の考え方が理解され、安定的な後期高齢者医療制度
となっています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

納入通知書（本算定）発送件数（件）

滞納繰越分催告書発送回数（回）

後期高齢者医療保険料（現年度分）収納率（％）

後期高齢者医療保険料滞納額（千円）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

6,733

39

99.96

352

7,104

39

98.71

800

6,988

43

98.74

800

615

政策 01 安全・安心な暮らしの実現

施策 02 健康づくりの推進

基本
事業 99 施策の総合推進

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 327

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

3,884千円
(0)千円

3,263千円
(0)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

01款 総務費　　02項 徴収費　　01目 賦課徴収費　（04介護保険特別会計） 継続

介護保険賦課徴収事務

計画
年度

民生部 高齢福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

65歳以上の第1号被保険者

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

〇介護保険料の賦課・徴収を行います。
・所得等を調査し賦課します。
・納入通知書を発送します。
・収納率向上のため、口座振替を勧奨します。
・金融機関窓口等での納付及び口座振替に加え、令和4年度
本算定分からコンビニエンスストア収納、スマートフォン
決済アプリによるキャッシュレスサービス（Pay Pay、LINE
 Pay）を導入し、自宅で保険料の納付ができる環境を整え
ます。 

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

安定的に介護保険が運営されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

納入通知書（本算定）発送件数（件）

介護保険料（現年度分）収納率（％）

介護保険料滞納額（円）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

13,980

99.72

6,875,700

13,915

99.58

8,102,178

14,201

99.58

8,031,661

624

政策 03 高齢者や障がい者福祉の充実

施策 01 高齢者福祉の充実

基本
事業 99 施策の総合推進

開始：平成16年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 348

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

5,088千円
(0)千円

5,147千円
(0)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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活動

活動

成果

成果

03款 地域支援事業費　　02項 一般介護予防事業費　　01目 一般介護予防事業費　（04介護保険特別会計） 継続

地域介護予防活動支援事業

計画
年度

民生部 高齢福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

市民

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○元気づくりサポーター養成・スキルアップ研修の開催
・地域のサロンや拠点の居場所などで活動ができるボラン
ティアを育成します。
・介護予防や認知症などの知識を得たいと思うボランティ
アに対してスキルアップのための研修を行います。
・新たに活動したいという意向を持っている方とすでに活
動している方とが交流できる機会をつくり、相互の意識啓
発を図ります。
○地区組織活動の支援
・現在活動しているサロンや拠点の居場所等が継続できる
よう支援します。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

地域のサロンや拠点の居場所などで活動するボランティア
（元気づくりサポーター）が増え、社会参加につながるこ
とで介護予防への取り組みが進みます。

活
動
・
成
果
状
況

区分
元気づくりサポーター研修開催回数（R2までは元気づくりサポーター継
続研修回数）（回）

地区組織活動の支援回数（回）

元気づくりサポーター研修受講者数（R2までは元気づくりサポーター数）
（人）

サロン及び拠点の居場所設置数（R2まではサロン設置数）（か所）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

1

22

63

62

5

20

33

70

7

20

48

62

637

政策 03 高齢者や障がい者福祉の充実

施策 01 高齢者福祉の充実

基本
事業 01 介護予防の推進

開始：平成18年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 356

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

1,828千円
(408)千円

2,024千円
(465)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化

活動

活動

成果

成果

03款 地域支援事業費　　03項 包括的支援事業・任意事業費　　03目 任意事業費　（04介護保険特別会計） 継続

家族介護継続支援事業

計画
年度

民生部 高齢福祉課

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

65歳以上で常に紙おむつを必要とする在宅の者

 手段（事業の内容・どのように意図を達成するか）

○紙おむつ等の購入費用を助成します。
・申請後、ケアマネージャー等が調査を行います。
・指定店で購入できる紙おむつ券を給付します。
（支給額）
・市民税非課税世帯　       　 5,000円
・市民税均等割のみ課税世帯　　3,500円
・市民税所得割課税世帯　　　　2,000円
（要件）
・施設入所者は対象外
・調査票が基準点14点に達しない場合は対象外
※世帯の市民税所得割額が20万円を超える場合は給付があ
りません。

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

紙おむつが必要な人及び家族の経済的負担が軽減され、紙
おむつ券が有効に活用されています。

活
動
・
成
果
状
況

区分

紙おむつ券給付枚数（枚）

紙おむつ券使用割合（％）

指標名称 02年度実績 03年度当初 04年度当初

41,536

95.7

39,000

90

40,000

90

643

政策 03 高齢者や障がい者福祉の充実

施策 01 高齢者福祉の充実

基本
事業 04 日常生活の支援

開始：平成18年度
終了：令和  年度

予算書
ページ 358

04年度
予算額

（うち一般財源）
前年度
予算額

（うち一般財源）

19,283千円
(4,640)千円

18,456千円
(5,093)千円

主要事業 実施計画 総合戦略 国土強靭化
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